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今号
こんごう

では、2024年
ねん

4月
がつ

20日
にち

に開
かい

催
さい

した、2024年
ねん

度
ど

 「人
じん

権
けん

のまちづくりを考
かんが

える」すみよし連
れん

続
ぞく

講
こ う

座
ざ

記
き

念
ねん

講
こ う

演
えん

の報
ほう

告
こ く

を掲
けい

載
さい

します。当
と う

日
じつ

は、15人
にん

に参
さん

加
か

いただきました。 

また、最
さい

終
しゅう

ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

には、現
げん

在
ざい

おこなっている『解
かい

放
ほう

へのオ
お

ガ
が

リ
り

』かけはし募
ぼ

金
きん

プ
ぷ

ロ
ろ

ジ
じ

ェ
ぇ

ク
く

ト
と

についても紹
しょう

介
かい

し

ます。なお、「けんぞうの視
し

点
てん

」は、誌
し

面
めん

の関
かん

係
けい

から今
こん

号
ごう

もお休
やす

みします（事務局
じ む き ょ く

）。 
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理
り
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じ

長
ちょう

 友
とも
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みなさま、2024年
ねん

度
ど

人
じん

権
けん

のまちづくりを考
かんが

える住
すみ

吉
よし

連
れん

続
ぞく

講
こう

座
ざ

記
き

念
ねん

講
こう

演
えん

会
かい

にご参
さん

加
か

くださり、ありがとうござ

います。この講
こう

座
ざ

は、年
ねん

間
かん

3，4回
かい

例
れい

会
かい

を開
かい

催
さい

しています

が、毎
まい

年
とし

4月
がつ

は、その年
とし

の重
じゅう

要
よう

なテ
て

ー
ー

マ
ま

を取
と

り上
あ

げ、通
つう

常
じょう

より多
おお

くのみなさまにご
ご

参
さん

加
か

いただき開
かい

催
さい

してきてお

ります。 

本
ほん

年
ねん

度
ど

は、「地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

」をテ
て

ー
ー

マ
ま

に取
と

りあげました。 

住
すみ

吉
よし

地
ち

区
く

における、住
じゅう

民
みん

主
しゅ

体
たい

の人
じん

権
けん

のまちづくりは、

部
ぶ

落
らく

解
かい

放
ほう

同
どう

盟
めい

大
おお

阪
さか

府
ふ

連
れん

合
ごう

会
かい

住
すみ

吉
よし

支
し

部
ぶ

が 1956年
ねん

初
しょ

夏
か

に６人
にん

の先
せん

人
じん

によって結
けっ

成
せい

されたことからはじまったと

考
かんが

えますと、再
さ

来
らい

年
ねん

の 2026年
ねん

で 70年
ねん

になることにな

ります。 

この間
かん

、1960年
ねん

に住
すみ

吉
よし

隣
りん

保
ぽ

館
かん

が開
かい

設
せつ

され、ここを拠
きょ

点
てん

に、「同
どう

対
たい

審
しん

」答
とう

申
しん

と一
いち

連
れん

の「特
と く

別
べつ

措
そ

置
ち

法
ほう

」を活
かつ

用
よう

し、

さまざまな組
そ

織
しき

が結
けっ

成
せい

され、果
か

敢
かん

な運
うん

動
どう

が展
てん

開
かい

され、住
すみ

吉
よし

地
ち

区
く

を大
おお

きくつくり変
か

えてきました。 

住
すみ

吉
よし

地
ち

区
く

では、1990年
ねん

代
だい

の後
こう

半
はん

から、「特
と く

別
べつ

措
そ

置
ち

法
ほう

」

の期
き

限
げん

切
ぎ

れ前
まえ

にして、これからは福
ふく

祉
し

が重
じゅう

視
し

される時
じ

代
だい

になることを見
み

越
こ

して、社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

人
じん

ラ
ら

イ
い

フ
ふ

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

ト
と

協
きょう

会
かい

や医
い

療
りょう

法
ほう

人
じん

ハ
は

ー
ー

ト
と

フ
ふ

リ
り

ー
ー

やすらぎを立
た

ち上
あ

げ、福
ふく

祉
し

や医
い

療
りょう

の充
じゅう

実
じつ

に力
ちから

を注
そそ

いできました。 

今
こん

日
にち

、住
すみ

吉
よし

地
ち

区
く

には、住
すみ

吉
よし

支
し

部
ぶ

、自
じ

治
ち

会
かい

・町
ちょう

会
かい

、社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

人
じん

、医
い

療
りょう

法
ほう

人
じん

、公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

と 5つの団
だん

体
たい

が存
そん

在
ざい

していますが、月
つき

1回
かい

、住
すみ

吉
よし

地
ち

区
く

の重
じゅう

要
よう

な課
か

題
だい

に関
かん

す

る意
い

見
けん

交
こう

換
かん

を行
おこな

ってきています。 

2024年
ねん

度
ど

 「人権
じんけん

のまちづくりを考
かんが

える」すみよし連続
れんぞく

講座
こ う ざ

記念
き ね ん

講演
こうえん
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東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

や能
の

登
と

半
はん

島
とう

地
じ

震
しん

でも明
あき

らかになって

いるように、地
ち

域
いき

で生
せい

起
き

するできごとを地
ち

域
いき

で解
かい

決
けつ

して

いく体
たい

制
せい

を構
こう

築
ちく

していくことは極
きわ

めて重
じゅう

要
よう

な課
か

題
だい

となっ

てきています。また、高
こう

齢
れい

者
しゃ

や子
こ

どもたちをとりまく厳
きび

しい

状況
じょうきょう

を直視
ちょくし

した時
とき

、住吉
すみよし

地区
ち く

に存在
そんざい

している 5 つの

団体
だんたい

にかけられている期待
き た い

は大
おお

きなものがあり、これま

での取
と

り組
く

みをふりかえり、更
さら

なる活
かつ

動
どう

と新
あら

たな事
じ

業
ぎょう

展
てん

開
かい

が求
もと

められているのではないでしょうか。 

その点
てん

では、本
ほん

日
じつ

講
こう

師
し

としてお招
まね

きしました桃
もも

山
やま

学
がく

院
いん

大
だい

学
がく

の小
お

野
の

達
たつ

也
や

先
せん

生
せい

は、「増
ぞう

進
しん

型
がた

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

」の展
てん

開
かい

を

提
てい

唱
しょう

し、従
じゅう

来
らい

の課
か

題
だい

解
かい

決
けつ

型
がた

から目
もく

標
ひょう

実
じつ

現
げん

型
がた

への転
てん

換
かん

を呼
よ

びかけておられます。この問
もん

題
だい

提
てい

起
き

は、住
すみ

吉
よし

地
ち

区
く

に

おけるそれぞれの団
だん

体
たい

のこれからの事
じ

業
ぎょう

展
てん

開
かい

と活
かつ

動
どう

に

大
おお

きな示
し

唆
さ

を与
あた

えていただけるのではないかと大
おお

いに期
き

待
たい

をしているところです。 

ご多
た

忙
ぼう

な中
なか

、住
すみ

吉
よし

地
ち

区
く

での記
き

念
ねん

講
こう

演
えん

をご快
かい

諾
だく

いただ

きました小野
お の

先生
せんせい

に御
お

礼
れい

を申
もう

し上
あ

げ、本
ほん

日
じつ

の記
き

念
ねん

講
こう

演
えん

会
かい

開
かい

会
かい

にあたってのご挨
あい

拶
さつ

といたします。 

 

1.福
ふく

祉
し

をめぐる動
どう

向
こう

 

福
ふく

祉
し

はいつ実
じつ

現
げん

するのでしょうか 

まず、みなさんにうかがいたいのは、「福
ふく

祉
し

ははいつ実
じつ

現
げん

はするのでしょう」ということです。こう聞
き

はくと、「福
ふく

祉
し

はっていろいろ

ありますよね」「何
なん

はですか?」と思
おも

はわれるかもしれません。みなさんが考
かんが

はえる福
ふく

祉
し

はで差
さ

はし当
あ

はたりいいと思
おも

はいます。日
に

本
ほん

はで

も、社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

としていろいろなことをしてきました。 

現
げん

在
ざい

はの日
に

本
ほん

はの福
ふく

祉
し

制
せい

度
ど

はは、第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

後
ご

はに整
ととの

はえられました。たとえ、、生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

はです。旧
きゅう

生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

法
ほう

はは、

1946年
ねん

ですから、戦
せん

争
そう

が終
お

わってすぐ次
つぎ

の年
とし

にできています。いまの新
しん

生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

法
ほう

、現
げん

行
こう

法
ほう

は、1950年
ねん

にはもう整
ととの

っ

ていました。この生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

法
ほう

はができたとき、受
じゅ

給
きゅう

はしていた人
ひと

はは、だいたい 200万
まん

人
にん

はぐらいでした。戦
せん

争
そう

直
ちょく

後
ご

はで、みんな

生
せい

活
かつ

が大
たい

変
へん

だった。 

その後
ご

は、日
に

本
ほん

はは高
こう

度
ど

経
けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

はしていきました。地
ち

域
いき

はがどんどん変
か

はわりました。1960年
ねん

は、池
いけ

田
だ

勇人
は や と

首
しゅ

相
しょう

はが「みなさん

の所
しょ

得
と く

はを倍
、い

はにします」と言
い

はいました。所
しょ

得
と く

倍
、い

増
ぞう

計
けい

画
かく

はです。自
じ

民
みん

党
とう

はに対
たい

抗
こう

はしたのが社
しゃ

会
かい

党
とう

はでした。社
しゃ

会
かい

党
とう

はは、当
とう

時
じ

は、第
だい

二
に

政
せい

党
とう

でした。国
こく

民
みん

はどっちに投
とう

票
ひょう

するか。ご想
そう

像
ぞう

の通
とお

り、自
じ

民
みん

党
とう

が圧
あっ

勝
しょう

して、高
こう

度
ど

経
けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

が進
すす

んでいきました。 

それにより地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

では、重
じゅう

要
よう

なことが起
お

きました。所
しょ

得
と く

倍
、い

増
ぞう

には、産
さん

業
ぎょう

構
こう

造
ぞう

を高
こう

度
ど

化
か

する必
ひつ

要
よう

があります。第
だい

一
いち

次
じ

産
さん

業
ぎょう

はから第
だい

二
に

次
じ

産
さん

業
ぎょう

は、第
だい

三
さん

次
じ

産
さん

業
ぎょう

はに人
ひと

はを移
うつ

はらせていきます。それに伴
ともな

はい、ム
む

ラ
ら

はからマ
ま

チ
ち

はに人
じん

口
こう

大
だい

移
い

動
どう

はが起
お

はこりました。

１９６４年
ねん

はに東
とう

京
きょう

オ
お

リ
り

ン
ん

ピ
ぴ

ッ
っ

ク
く

は、1970年
ねん

はに大
おお

阪
さか

万
、ん

博
ぱく

はがありました。そのとき、多
おお

はくの人
ひと

はたちが地
ち

域
いき

はを移
い

動
どう

はしました。そして、

2021年
ねん

はには、東
とう

京
きょう

オ
お

リ
り

ン
ん

ピ
ぴ

ッ
っ

ク
く

はがありました。2025年
ねん

はに大
おお

阪
さか

万
、ん

博
ぱく

はが予
よ

定
てい

はされています。第
だい

は2ラ
ら

ウ
う

ン
ん

ド
ど

はが始
はじ

はまっています。

第
だい

は1ラ
ら

ウ
う

ン
ん

ド
ど

ははとにかくすごかった。熱
ねっ

気
き

はを感
かん

はじました。わたしは、当
とう

時
じ

千
ち

葉
、

県
けん

はに住
す

はんでいましたが大
おお

阪
さか

万
、ん

博
ぱく

はに来
き

はました。

小
しょう

学
がっ

校
こう

高
こう

学
がく

年
ねん

はのときです。ア
あ

メ
め

リ
り

カ
か

館
かん

はに入
はい

はるために 3時
じ

間
かん

並
なら

はびました。それで見
み

はたのが、月
つき

はの石
いし

は。こんなに小
ちい

はさい石
いし

はが

月
がつ

はの石
いし

はだと言
い

はわれましたがそのときは、うれしかったです。これから科
か

学
がく

はの時
じ

代
だい

はなんだ、成
せい

長
ちょう

はするんだと子
こ

はどもながらに

思
おも

いました。 

1960年
ねん

代
だい

はは、福
ふく

祉
し

国
こっ

家
か

はとやっと言
い

はわれ始
はじ

はめましたが、1973年
ねん

はにオ
お

イ
い

ル
る

シ
し

ョ
ょ

ッ
っ

ク
く

はがあり、福
ふく

祉
し

見
み

直
なお

はしの時
じ

代
だい

はが始
はじ

はまり

ました。しかし、日
に

本
ほん

はは、オ
お

イ
い

ル
る

シ
し

ョ
ょ

ッ
っ

ク
く

はを先
せん

進
しん

諸
しょ

国
こく

はのなかでは、うまく立
た

はち回
まわ

はりました。そして１９９９年
ねん

はにジ
じ

ャ
ゃ

パ
ぱ

ン
ん

は・ア
あ

ズ
ず

は・ナ
な

幸
こ う

福
ふく

を生
う

み出
だ

す福
ふく

祉
し

とは？ 増
ぞう

進
しん

型
がた

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

について 

小
お

野
の

達
たつ

也
や

 桃
もも

山
やま

学
がく

院
いん

大
だい

学
がく

教
きょう

授
じゅ
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ン
ん

バ
、

ー
ー

ワ
わ

ン
ん

と言
い

われました。経
けい

済
ざい

で日
に

本
ほん

は一
いち

番
、ん

なんだと言
い

われ、円
えん

高
だか

になっていくきっかけ、プ
ぷ

ラ
ら

ザ
ざ

合
ごう

意
い

が1985年
ねん

にあ

り、バ
、

ブ
ぶ

ル
る

景
けい

気
き

はが始
はじ

はまりました。当
とう

時
じ

ははバ
、

ブ
ぶ

ル
る

はで舞
ま

はい上
あ

はがっていたような感
かん

はじでしたが、長
なが

はく続
つづ

はくわけがなく、1991年
ねん

はに

バブル
、 ぶ る

崩壊
ほうかい

。そのあと失
うしな

われた10年
ねん

、20年
ねん

、30年
ねん

も経
た

ってしまいました。 

2000年
ねん

はごろから、これまでの日
に

本
ほん

はのやり方
かた

はでは規
き

制
せい

はが多
おお

はすぎる。だからもっと緩
かん

和
わ

はして自
じ

由
ゆう

競
きょう

争
そう

はをしていくんだと、

どんどん変
か

はえていきました。それによって強
つよ

はい人
ひと

はと弱
よわ

はい人
ひと

はがはっきりしてしまいました。金
かね

持
も

はちはどんどん金
かね

持
も

はちに、一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

働
はたら

いても生
せい

活
かつ

ができない人
ひと

たちも増
ふ

えました。格
かく

差
さ

社
しゃ

会
かい

が広
ひろ

がったのが、2000年
ねん

ごろからです。 

みなさんに、ぜひ考
かんが

えてほしいのは、「福
ふく

祉
し

はいつ実
じつ

現
げん

するんだろう」ということです。たとえ、、お金
かね

だけの話
はなし

で考
かんが

えるとバ
、

ブ
ぶ

ル
る

経
けい

済
ざい

はのころ、世
せ

界
かい

はで一
いち

番
、ん

はお金
かね

はを持
も

はっていたのは日
に

本
ほん

はです。街
がい

頭
とう

イ
い

ン
ん

タ
た

ビ
び

ュ
ゅ

ー
ー

はで生
せい

活
かつ

レ
れ

ベ
べ

ル
る

はをたずねるとみ

んな、「中
ちゅう

くらいです」と言
い

っていた。では、このときに福
ふく

祉
し

は実
じつ

現
げん

していたのかというと、そうは思
おも

いません。やっぱり一
いっ

方
ぽう

では非
ひ

常
じょう

に苦
くる

しい状
じょう

態
たい

もありました。だから、お金
かね

があっても福
ふく

祉
し

が実
じつ

現
げん

していたわけではないのです。 

福
ふく

祉
し

はを実
じつ

現
げん

はしようと、多
おお

はくの人
ひと

はたちが思
おも

はいました。しかし、戦
せん

後
ご

約
やく

は80年
ねん

はですが、福
ふく

祉
し

ははいつ実
じつ

現
げん

はするのだろうと思
おも

はいま

す。もう実
じつ

現
げん

はしないままではないかという気
き

持
も

はちが、切
せつ

実
じつ

はにあります。本
ほん

気
き

はでそれを考
かんが

はえるときではないかと思
おも

はいます。

2000年
ねん

代
だい

の状
じょう

況
きょう

を福
ふく

祉
し

の観
かん

点
てん

から言
い

うと、こんな感
かん

じでした。 

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

が地
ち

域
いき

レ
れ

ベ
べ

ル
る

まで降
お

りてきた 

戦
せん

後
ご

はにあったのが貧
ひん

困
こん

問
もん

題
だい

はです。福
ふく

祉
し

はの世
せ

界
かい

はでは、たとえ、公
こう

的
てき

扶
ふ

助
じょ

はや生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

はなどがあります。専
せん

門
もん

用
よう

語
ご

はで表
あらわ

すと貨
か

幣
へい

的
てき

ニ
に

ー
ー

ズ
ず

はといいます。貨
か

幣
へい

的
てき

ニ
に

ー
ー

ズ
ず

はは、お金
かね

はで解
かい

決
けつ

はできる、つまり生
せい

活
かつ

困
こん

窮
きゅう

状
じょう

態
たい

はを指
さ

はします。責
せき

任
にん

はを負
お

はうのは

国
こっ

家
か

で、国
こっ

家
か

責
せき

任
にん

としてやっていく。だから、福
ふく

祉
し

はこういうもんだと始
はじ

まりましたが、1970年
ねん

代
だい

ぐらいから社
しゃ

会
かい

がだんだ

ん豊
ゆた

はかになってきた。働
はたら

はける人
ひと

はは、だんだん豊
ゆた

はかな生
せい

活
かつ

はができるようになった。でも、働
はたら

はけない人
ひと

はたちもいます。たとえ

、、障害
しょうがい

はを持
も

はった人
ひと

はたちです。当
とう

時
じ

はは、制
せい

度
ど

はが十
じゅう

分
ぶん

はではなくて、結
けっ

局
きょく

は、家
か

族
ぞく

はが障
しょう

害
がい

はを持
も

はつ子
こ

はを育
そだ

はてるという感
かん

はじでした。

そうなると、親
おや

はから「元
げん

気
き

はなうちはいい、この子
こ

はの面
めん

倒
どう

はをみることできる。しかし、だんだん年
とし

はをとったり、その先
さき

亡
な

はくなった

りしたら、この子
こ

はどうしたらいいんだ」という声
こえ

が出
で

てきました。 

このころから、入
にゅう

所
しょ

型
がた

はの福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

はを建
た

はて、施
し

設
せつ

はに入
はい

はるというかたちがすすみます。ラ
ら

イ
い

フ
ふ

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

ト
と

協
きょう

会
かい

はは、街
まち

中
なか

はの形
かたち

ですね。大
おお

阪
さか

はでは、砂
すな

川
かわ

はのセ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

は、金
こん

剛
ごう

コ
こ

ロ
ろ

ニ
に

ー
ー

はなど大
おお

はきい施
し

設
せつ

はが建
た

はっていきました。これは、つまりお金
かね

はだけでは解
かい

決
けつ

はできない、ケ
け

ア
あ

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

はが必
ひつ

要
よう

はな、非
ひ

貨
か

幣
へい

的
てき

ニ
に

ー
ー

ズ
ず

はです。そういう施
し

設
せつ

はを建
た

はてる中
ちゅう

心
しん

はは自
じ

治
ち

体
たい

はです。それが第
だい

は 段
だん

階
かい

です。 

1980年
ねん

代
だい

はごろから、新
あら

はたなニ
に

ー
ー

ズ
ず

はが生
う

はまれ

てきました。それが、高
こう

齢
れい

社
しゃ

会
かい

はです。障
しょう

害
がい

者
しゃ

問
もん

題
だい

と高
こう

齢
れい

者
しゃ

問
もん

題
だい

では決
けっ

定
てい

的
てき

に違
ちが

うことがありま

す。それは、高
こう

齢
れい

者
しゃ

はは、最
さい

初
しょ

はから高
こう

齢
れい

者
しゃ

はではな

いということです。会
かい

社
しゃ

で働
はたら

いたり、一
いっ

家
か

を切
き

り

盛
も

はりしたりしていた人
ひと

はたちが高
こう

齢
れい

はになり、体
からだ

はが

しんどくなってきた。そのときに施
し

設
せつ

に入
はい

るという

話
はなし

があっても当
とう

然
ぜん

でした。でも、一
いっ

方
ぽう

では、でき

るだけ長
なが

はく、この地
ち

域
いき

はで暮
く

はらしたいという声
こえ

はも出
で

はてきました。そうすると、施
し

設
せつ

はに入
はい

はるのではない、在
ざい

宅
たく

福
ふく

祉
し

はが出
で

はてきまし

た。１９８９年
ねん

はにゴ
ご

ー
ー

ル
る

ド
ど

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

はという高
こう

齢
れい

者
しゃ

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

推
すい

進
しん

は10カ
か

年
ねん

戦
せん

略
りゃく

はが出
だ

はされ、入
にゅう

所
しょ

型
がた

はの福
ふく

祉
し

はもありますが、在
ざい

宅
たく

福
ふく
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祉
し

を整
せい

備
び

しようとういうながれが生
うま

れました。その整
せい

備
び

をする中
ちゅう

心
しん

は、市
し

町
ちょう

村
そん

です。 

2000年
ねん

代
だい

はになると、さまざまな生
せい

活
かつ

問
もん

題
だい

はが生
う

はまれ、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

はが本
ほん

格
かく

化
か

はします。その取
と

はり組
く

はみは、市
し

町
ちょう

村
そん

はよりもより狭
せま

い、より生
せい

活
かつ

に近
ちか

い小
しょう

地
ち

域
いき

です。 

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

の主
しゅ

流
りゅう

化
か

・政
せい

策
さく

化
か

 

2000年代
ねんだい

のキーワード
き ー わ ー ど

が地域
ち い き

福祉
ふ く し

の主流化
しゅりゅうか

や政策化
せいさ くか

です。同
おな

じ流
なが

れですが別々
べつべつ

なものなので簡単
かんたん

に説明
せつめい

します。 

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

の主
しゅ

流
りゅう

化
か

 

① 社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

が地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

の推
すい

進
しん

 

それまでの社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

事
じ

業
ぎょう

法
ほう

を改
かい

正
せい

して2000年
ねん

に社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

が制
せい

定
てい

されました。社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

は、個々
こ こ

の高
こう

齢
れい

者
しゃ

や

子
こ

はども、障
しょう

害
がい

者
しゃ

はに対
たい

はする対
たい

象
しょう

別
べつ

はの福
ふく

祉
し

はを考
かんが

はえるのではなく、福
ふく

祉
し

全
ぜん

体
たい

はのやり方
かた

はを考
かんが

はえる法
ほう

律
りつ

はです。そのなかには、

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

の推
すい

進
しん

という考
かんが

えが含
ふく

まれています。第
だい

4
４

条
じょう

です。そういう意
い

味
み

での主
しゅ

流
りゅう

化
か

です。 

② 民
みん

間
かん

と政
せい

府
ふ

が一
いっ

緒
しょ

に取
と

り組
く

む 

2000年
ねん

以
い

前
ぜん

、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

はありましたがどちらかというと地
ち

域
いき

での住
じゅう

民
みん

同
どう

士
し

の助
たす

け合
あ

い。民
みん

間
かん

と社
しゃ

協
きょう

が頑
がん

張
、

ること、

という感
かん

はじでしたが 2000年
ねん

以
い

降
こう

はは政
せい

府
ふ

は、行
ぎょう

政
せい

はも地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

はをやる。住
すみ

吉
よし

区
く

はのア
あ

ク
く

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

はは、区
く

はが行
ぎょう

政
せい

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

はとし

て立
りつ

案
あん

しています。行
ぎょう

政
せい

も地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

をやるんだという、そういう段
だん

階
かい

という意
い

味
み

での主
しゅ

流
りゅう

化
か

です。 

③ 福
ふく

祉
し

が重
じゅう

要
よう

な地
ち

域
いき

課
か

題
だい

 

近
きん

代
だい

日
に

本
ほん

はにおいて、地
ち

域
いき

はを何
なん

はで区
く

分
ぶん

はしてきたか。たとえ、経
けい

済
ざい

はや医
い

療
りょう

はいろいろありますが、ここの場
、

合
あい

はは、日
に

本
ほん

全
ぜん

体
たい

をきっちりわけたものがあります。教
きょう

育
いく

はです。小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

はで全
ぜん

部
ぶ

区
く

切
ぎ

はりました。どこに住
す

はんでいる人
ひと

はがどの小
しょう

学
がっ

校
こう

はに行
い

はく

かを全
ぜん

部
ぶ

決
き

はめました。近
きん

代
だい

日
に

本
ほん

はになり、豊
ゆた

はかになるために、国
こく

民
みん

はを育
そだ

はて教
きょう

育
いく

はするために小
しょう

学
がっ

校
こう

はをつくりました。だから

近
きん

代
だい

日
に

本
ほん

はは教
きょう

育
いく

はで地
ち

域
いき

はを区
く

切
ぎ

はりました。ところが社
しゃ

会
かい

はが成
せい

熟
じゅく

化
か

はすると、教
きょう

育
いく

ははいまでも重
じゅう

要
よう

はですが、福
ふく

祉
し

はも同
どう

時
じ

はに

地
ち

域
いき

の重
じゅう

要
よう

な課
か

題
だい

になってきました。そういう段
だん

階
かい

になってきたという話
はなし

です。 

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

はの住
じゅう

民
みん

はは何
なん

人
にん

はいると思
おも

はいますか? 小
しょう

地
ち

域
いき

はで福
ふく

祉
し

はをしようと思
おも

はったら、ここが出
しゅっ

発
ぱつ

はです。答
こた

はえは小
しょう

学
がっ

校
こう

はに

よって違
ちが

はいます。ですが平
へい

均
きん

はは出
だ

はせます。日
に

本
ほん

全
ぜん

体
たい

はで平
へい

均
きん

はして、1 つの小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

はに住
す

はんでいる人
にん

数
ずう

ははどれぐらいか。3

択
たく

はでク
く

イ
い

ズ
ず

はにします。 2,000人
にん

はくらい、 4,000人
にん

は、 6,000人
にん

はくらい。答
こた

はえは 6,000人
にん

はです。日
に

本
ほん

はの人
じん

口
こう

はは大
だい

体
たい

は1

億
おく

は2,000万
まん

人
にん

はで、小
しょう

学
がっ

校
こう

はの数
かず

はで割
わ

はると大
だい

体
たい

は6,000人
にん

はです。合
がっ

併
ぺい

はなどで人
じん

口
こう

はが変
か

はわっている場
、

合
あい

はもありますが、大
だい

体
たい

はそ

れぐらいです。ただこれは全
ぜん

国
こく

平
へい

均
きん

はなので、地
ち

域
いき

はによって全
ぜん

然
ぜん

違
ちが

はいます。都
と

市
し

部
ぶ

はだと、ス
す

プ
ぷ

ロ
ろ

ー
ー

ル
る

現
げん

象
しょう

は（都
と

市
し

はが急
きゅう

速
そく

はに

発
はっ

展
てん

はし、都
と

心
しん

部
ぶ

はから外
がい

縁
えん

はに向
む

はかってと無
む

秩
ちつ

序
じょ

は・無
む

計
けい

画
かく

はに市
し

街
がい

地
ち

開
かい

発
はつ

はが不
ふ

規
き

則
そく

はに広
ひろ

はがる現
げん

象
しょう

は）を起
お

はこしている場
、

合
あい

はは

別
べつ

はですが、結
けっ

構
こう

多
おお

はいです。わたしはいま堺
さかい

市
し

はに住
す

はんでいますが、13,000人
にん

はぐらいの小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

はがあります。そうなると

大
たい

変
へん

です。学
がく

童
どう

保
ほ

育
いく

は子
こ

どもがいっぱいになります。都
と

市
し

部
ぶ

でも 3，000人
にん

とか少
すく

ないところも当
とう

然
ぜん

あります。そういった

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

単
たん

位
い

で考
かんが

えていくことが理
り

解
かい

しやすいと思
おも

います。 

ここの住
すみ

吉
よし

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

は都
と

市
し

部
ぶ

の、まさにど真
ま

ん中
なか

ですね。何
なん

人
にん

か調
しら

べてみてください。子
こ

どもがどれくらいいるのか、

どんどん少
すく

なくなっているでしょう。そういうのを含
ふく

めて、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

が主
しゅ

流
りゅう

化
か

したと言
い

われています。 

社
しゃ

会
かい

的
てき

に援
えん

護
ご

を要
よう

する人
ひと

々
びと

に対
たい

する社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

のあり方
かた

に関
かん

する検
けん

討
とう

会
かい
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下
した

はの図
ず

はは、2000年
ねん

はに出
だ

はされた報
ほう

告
こく

書
しょ

はに載
の

はっているものですが、地
ち

域
いき

はのなかで新
あたら

はしい問
もん

題
だい

はが起
お

はきてきた。路
ろ

上
じょう

死
し

は、

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

レ
れ

ス
す

問
もん

題
だい

は、外
がい

国
こく

人
じん

残
ざん

留
りゅう

孤
こ

児
じ

はの問
もん

題
だい

は、カ
か

ー
ー

ド
ど

破
は

産
さん

は、ア
あ

ル
る

コ
こ

ー
ー

ル
る

依
い

存
ぞん

は、社
しゃ

会
かい

的
てき

ス
す

ト
と

レ
れ

ス
す

は、中
ちゅう

高
こう

年
ねん

リ
り

ス
す

ト
と

ラ
ら

は、若
じゃく

年
ねん

層
そう

はの不
ふ

安
あん

定
てい

問
もん

題
だい

は、低
てい

所
しょ

得
と く

者
しゃ

問
もん

題
だい

は、虐
ぎゃく

待
たい

暴
ぼう

力
りょく

は、孤
こ

独
どく

死
し

は、自
じ

殺
さつ

は。こういう問
もん

題
だい

はが地
ち

域
いき

はで、日
に

本
ほん

はで生
う

はまれてきているというのが

2000年
ねん

はの報
ほう

告
こく

はです。これを見
み

はたら、まさにさまざまな問
もん

題
だい

はが確
たし

はかにあります。2000年
ねん

はに出
だ

はされましたが、そのときはま

だピ
ぴ

ン
ん

はときていなかった。課
か

題
だい

はがあるのに変
か

はわらなかった。なぜかというと、2000年
ねん

はに新
あたら

はしく始
はじ

はまった介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

はに関
かん

連
れん

します。介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

が始
はじ

まる前
まえ

は、介
かい

護
ご

はすごく大
たい

変
へん

だと言
い

われて、やっと介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

が始
はじ

まった。これで一
いっ

山
さん

越
こ

えたと福
ふく

祉
し

業
ぎょう

界
かい

の関
かん

係
けい

者
しゃ

は思
おも

っていました。そのときにこんな問
もん

題
だい

もあるよと出
だ

されたのでうまく反応
はんのう

できませんでした。当
とう

時
じ

は何
なん

の問
もん

題
だい

かよくわからなかった。でもいまならわかります。この問
もん

題
だい

は社
しゃ

会
かい

的
てき

排
はい

除
じょ

という問
もん

題
だい

でした。 

社
しゃ

会
かい

で問
もん

題
だい

になり意
い

識
しき

されたのが、ちょうど 2000年
ねん

ごろです。日本
に ほ ん

全
ぜん

体
たい

としてあまりうまく反
はん

応
のう

できてなかった。しか

し、実
じつ

はは大
おお

阪
さか

はが一
いち

番
、ん

早
はや

はく反
はん

応
のう

はしました。いまコミュニティソーシャルワーカー
こ み ゅ に て ぃ そ ー し ゃ る わ ー か ー

はがいますが、こういう人
ひと

はたちを配
はい

置
ち

はしたのは、

これらの問
もん

題
だい

はに対
たい

応
おう

はするためでした。だから地
ち

域
いき

型
がた

はで活
かつ

動
どう

はをしようという福
ふく

祉
し

はの始
はじ

はまりです。その後
ご

は、社
しゃ

会
かい

的
てき

排
はい

除
じょ

はの問
もん

題
だい

と介
かい

護
ご

の問
もん

題
だい

、その2つが2000年
ねん

代
だい

の時
じ

代
だい

に、大
おお

きな問
もん

題
だい

になりました。 

地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

ケ
け

ア
あ

シ
し

ス
す

テ
て

ム
む

 

もう 1つ、2000年
ねん

代
だい

、介
かい

護
ご

で出
だ

されたのが地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

ケ
け

ア
あ

シ
し

ス
す

テ
て

ム
む

です。これは 2009年
ねん

くらいに出
だ

されましたが、高
こう

齢
れい

者
しゃ

が最
さい

期
ご

まで地
ち

域
いき

で暮
く

らせるようにするもので、2025年
ねん

度
ど

を目
め

途
ど

につくろうと出
だ

されました。なぜ 2025年
ねん

なのか。

団
だん

塊
かい

の世
せ

代
だい

が関
かか

わっています。団
だん

塊
かい

の世
せ

代
だい

は、戦
せん

争
そう

が終
お

わって生
う

まれてきた第
だい

一
いち

次
じ

ベ
べ

ビ
び

ー
ー

ブ
ぶ

ー
ー

ム
む

世
せ

代
だい

です。そのときに

生
う

まれた方
かた

々
がた

が、75年
ねん

経
た

つのが 2025年
ねん

です。高
こう

期
き

高
こう

齢
れい

者
しゃ

になると、医
い

療
りょう

や介
かい

護
ご

の必
ひつ

要
よう

性
せい

が高
たか

まるので、そのころま

でに地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

ケ
け

ア
あ

をできるようにしていこうということになりました。 

地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

ケ
け

ア
あ

は、その地
ち

域
いき

に住
す

んでいて、必
ひつ

要
よう

になったら医
い

療
りょう

を受
う

けられるし、介
かい

護
ご

を受
う

けられる、そういう仕
し

組
く

みで

す。それだけではなく、生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

は、老
ろう

人
じん

ク
く

ラ
ら

ブ
ぶ

は、自
じ

治
ち

体
たい

は、ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

は、N PO
えぬぴーおー

はと書
か

はいてありますが、イン
ん

フ
ふ

ォ
ぉ

ー
ー

マ
ま

ル
る

はな活
かつ

動
どう

はをフ
ふ

ォ
ぉ

ー
ー

マ
ま

ル
る

はな活
かつ

動
どう

はと連
れん

動
どう

はさせることで、初
はじ

はめて地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

ケ
け

ア
あ

はができると言
い

はったのは、2010年
ねん

はでした。2025

年
ねん

はを目処
め ど

はにということでしたが、今年
こ と し

ははもう 2024年
ねん

は。この住
すみ

吉
よし

地
ち

区
く

はの地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

ケ
け

ア
あ

ははうまくできてるのか後
あと

はで聞
き

はかせ
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てもらえれ、と思
おも

はいます。住
すみ

吉
よし

地
ち

区
く

ははさまざまな資
し

源
げん

はがあるので、いい感
かん

はじだと思
おも

はいます。イ
い

ン
ん

フ
ふ

ォ
ぉ

ー
ー

マ
ま

ル
る

はなところと民
みん

間
かん

活
かつ

動
どう

はどうなってるのかというのがポ
ぽ

イ
い

ン
ん

ト
と

です。 

厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

はは、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

区
く

はにつくれと言
い

はっています。厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

はが言
い

はう中
ちゅう

学
がっ

校
こう

区
く

ははだいたい人
じん

口
こう

は1万
まん

人
にん

はです。都
と

市
し

部
ぶ

だったらそれが小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

ぐらいになってもいいということです。なので、まずイメージを共
きょう

有
ゆう

することがポ
ぽ

イ
い

ン
ん

ト
と

です。こ

れは、今日
き ょ う

最
さい

後
ご

に言
い

う重
じゅう

層
そう

的
てき

支
し

援
えん

体
たい

制
せい

整
せい

備
び

事
じ

業
ぎょう

とも関
かか

わります。 

生
せい

活
かつ

困
こん

窮
きゅう

への対
たい

応
おう

 

2015年
ねん

はから始
はじま

はったのが生
せい

活
かつ

困
こん

窮
きゅう

者
しゃ

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

はです。それまでの日本
に ほ ん

はのセ
せ

ー
ー

フ
ふ

テ
て

ィ
ぃ

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

、生
せい

活
かつ

が本
ほん

当
とう

に困
こま

ったときに助
たす

けてもらう

公
こう

的
てき

な仕
し

組
く

みは 2つありした。第
だい

1 のネ
ね

ッ
っ

ト
と

は社
しゃ

会
かい

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

は。医
い

療
りょう

保
ほ

険
けん

はや介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

はで

す。年
ねん

金
きん

はも入
はい

はります。国
こく

民
みん

全
すべ

はてが入
はい

はっていて、

いざとなったらその制
せい

度
ど

を使
つか

うのが第
だい

1のネ
ね

ッ
っ

ト
と

はです。そして最
さい

後
ご

はのネ
ね

ッ
っ

ト
と

はとしてあったの

が生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

です。この 2つがありましたが、

それだけでは難
むずか

はしいというので、第
だい

はののネ
ね

ッ
っ

ト
と

はとして、生
せい

活
かつ

困
こん

窮
きゅう

者
しゃ

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

制
せい

度
ど

はができました。これが審
しん

議
ぎ

はされたころは、リ
り

ー
ー

マ
ま

ン
ん

シ
し

ョ
ょ

ッ
っ

ク
く

はがあり、生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

はの利
り

用
よう

者
しゃ

はがどんどん増
ふ

はえていました。2010年
ねん

代
だい

はの利
り

用
よう

者
しゃ

はは、全
ぜん

国
こく

はで 210万
まん

人
にん

はを超
こ

はえていました。終
しゅう

戦
せん

後
ご

は1950年
ねん

はに生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

はができたと話
はな

はしました。そのときの利
り

用
よう

者
しゃ

はは、200万
まん

人
にん

は。そのときから、経
けい

済
ざい

大
たい

国
こく

はになった日
に

本
ほん

はで社
しゃ

会
かい

全
ぜん

体
たい

はが豊
ゆた

はかに

なってるのに、生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

を受
う

けている人
ひと

の数
かず

は戦
せん

後
ご

より増
ふ

えた。生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

を受
う

けている人は 1990年
ねん

代
だい

には一
いち

番
、ん

減
へ

り、

100万
まん

人
にん

はを切
き

はっていました。制
せい

度
ど

自
じ

体
たい

はがなくなるのかと思
おも

はったら、そこから急
きゅう

激
げき

はに反
はん

転
てん

はして、昔
むかし

はより増
ふ

はえました。これが

格
かく

差
さ

社
しゃ

会
かい

はです。経
けい

済
ざい

全
ぜん

体
たい

はのお金
かね

はとしてあるのにそれが偏
かたよ

はって、金
かね

持
も

はちのところは、金
かね

はがありすぎてやることがないから、

月
つき

はに行
い

はきたいと言
い

はう人
ひと

はがいたりする。一
いっ

方
ぽう

はで、一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

働
はたら

はいて夫
ふう

婦
ふ

共
とも

稼
かせ

はぎで月
げっ

収
しゅう

はが 20万
まん

は。そうなると、生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

受
じゅ

給
きゅう

者
しゃ

はが増
ふ

はえる。そして、生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

制
せい

度
ど

はだけではもたなくなる。だから、生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

はに陥
おちい

はる前
まえ

はに何
なん

はとかしようと、生
せい

活
かつ

困
こん

窮
きゅう
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者
しゃ

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

法
ほう

はができました。これが 2015年
ねん

はごろです。当
とう

時
じ

はは、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

はの政
せい

策
さく

化
か

はが始
はじ

はまっていくという時
じ

期
き

はでした。

中
ちゅう

央
おう

政
せい

府
ふ

が政
せい

策
さく

として地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

を推
すい

進
しん

するようになったのです。 

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

の政
せい

策
さく

化
か

 

キ
き

ー
ー

ワ
わ

ー
ー

ド
ど

はは、地
ち

域
いき

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

はです。今日
き ょ う

はの話
はなし

はのなかで、みなさんに覚
おぼ

はえていただきたいキーワード
き ー わ ー ど

はの 1 つはこれで

す。地
ち

域
いき

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

はを国
くに

はがやろうとしている。それは狭
きょう

義
ぎ

はの福
ふく

祉
し

はではありません。2016年
ねん

は、「ニ
に

ッ
っ

ポ
ぽ

ン
ん

一
いち

億
おく

総
そう

活
かつ

躍
やく

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

は」

と書
か

いてありますが、これは安
あ

倍
べ

元
もと

首
しゅ

相
しょう

が描
か

いたことで、みんな働
はたら

けというものでしたが、これを閣
かく

議
ぎ

決
けっ

定
てい

します。福
ふく

祉
し

だと厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

はですですが、閣
かく

議
ぎ

決
けっ

定
てい

はなので、全
ぜん

部
ぶ

はの閣
かく

僚
りょう

はが入
はい

はるわけですから、全
ぜん

体
たい

はです。そのなかで地
ち

域
いき

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

が謳
うた

われています。政
せい

府
ふ

を挙
あ

げてやっていくことが決
き

まりました。制
せい

度
ど

も改
かい

革
かく

しました。 

地
ち

域
いき

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

とは？ 

では、地
ち

域
いき

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

はとは何
なに

はか。これまで福
ふく

祉
し

はは、縦
たて

割
わ

はりとか支
ささ

はえる側
がわ

はと受
う

はける側
がわ

はがわけられているという印
いん

象
しょう

はがあり

ますが、そういう関
かん

係
けい

はを超
こ

はえて、多
た

様
よう

はな主
しゅ

体
たい

はが自
じ

分
ぶん

はごととして福
ふく

祉
し

はを考
かんが

はえ、さまざまな人
ひと

はたちがつながり問
もん

題
だい

はを解
かい

決
けつ

はし

ていこうというものです。それによって、暮
く

らしや生
い

きがい、地
ち

域
いき

を共
とも

につくっていく社
しゃ

会
かい

をめざそうというものです。 

包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

 

これ自
じ

体
たい

は、別
べつ

に悪
わる

くはないし、ポ
ぽ

ジ
じ

テ
て

ィ
ぃ

ブ
ぶ

なことを言
い

ってる感
かん

じがしますが、ポ
ぽ

イ
い

ン
ん

ト
と

は政
せい

府
ふ

が言
い

ってるということです。

具
ぐ

体
たい

的
てき

にはのつのことをやろうと言
い

っています。包
ほう

括
かつ

的
てき

支
し

援
えん

として 

  相
そう

談
だん

支
し

援
えん

は 断
ことわ

はらない相
そう

談
だん

支
し

援
えん

は。福
ふく

祉
し

ははたとえ、、障
しょう

害
がい

者
しゃ

はのところに高
こう

齢
れい

者
しゃ

はの親
おや

はがいると相
そう

談
だん

はしても、高
こう

齢
れい

者
しゃ

はの

ことはわかりませんと断
ことわ

られる。縦
たて

割
わ

りだから。だから、断
ことわ

らず、その相
そう

談
だん

を受
う

ける。 

  参
さん

加
か

支
し

援
えん

 出
で

口
ぐち

として社
しゃ

会
かい

とのつながりをつくろうということです。引
ひ

きこもりの人
ひと

を考
かんが

えてもらえれ、と思
おも

います。

あるいは仕
し

事
ごと

がない人
ひと

たちも、ちゃんと社
しゃ

会
かい

につながれるようにしていく。 

  地
ち

域
いき

はづくりの経
けい

済
ざい

支
し

援
えん

は 地
ち

域
いき

はづくりにむけた支
し

援
えん

はです。参
さん

加
か

は・支
し

援
えん

はをしようと思
おも

はったら、参
さん

加
か

はできる場
、

はをつくらなけ

れ、なりません。就
しゅう

労
ろう

支
し

援
えん

はだったら、働
はたら

はく場
、

はです。就
しゅう

労
ろう

はできない人
ひと

はたちもいるので、居
い

場
、

所
しょ

はをどうつくかという

話
はなし

です。隣
りん

保
ぽ

館
かん

は、もともとそういう役
やく

割
わり

を考
かんが

える場
、

所
しょ

だと思
おも

います。 
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重
じゅう

層
そう

的
てき

支
し

援
えん

体
たい

制
せい

整
せい

備
び

事
じ

業
ぎょう

 

この3つをしっかりやる。さらに最
さい

近
きん

言
い

われているのは、重
じゅう

層
そう

的
てき

支
し

援
えん

体
たい

制
せい

整
せい

備
び

です。これも地
ち

域
いき

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

をつくるた

めのものと思
おも

はっていただいたらと思
おも

はいます。基
き

本
ほん

はは先
さき

はほどと同
おな

はじで、相
そう

談
だん

はを受
う

はけて社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

はできるようにしていく。さらに

地
ち

域
いき

はづくりもしていく。ちょっと新
あたら

はしいのが、みんなで話
はな

はし合
あ

はう場
、

はとして、多
た

機
き

関
かん

協
きょう

働
どう

事
じ

業
ぎょう

はという形
かたち

はで、重
じゅう

層
そう

的
てき

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

があります。これが全
ぜん

体
たい

をつないでいきます。ここで、みんなで話
はな

し合
あ

い、問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

の仕
し

組
く

みをつくろうと言
い

っています。

しかし、行
ぎょう

政
せい

はや専
せん

門
もん

職
しょく

はの人
ひと

はたちの話
はな

はし合
あ

はいなんです。そんな仕
し

組
く

はみをつくって、重
じゅう

層
そう

的
てき

はに支
し

援
えん

はができるようにしていこ

うということで、市
し

町
ちょう

村
そん

レ
れ

ベ
べ

ル
る

はでは話
はな

はし合
あ

はいをしています。では、住
じゅう

民
みん

レ
れ

ベ
べ

ル
る

は、民
みん

間
かん

はの活
かつ

動
どう

者
しゃ

レ
れ

ベ
べ

ル
る

ははどうか。「行
ぎょう

政
せい

頑
がん

張
、

ってね」とはなりません。地
ち

方
ほう

創
そう

生
せい

は、行
ぎょう

政
せい

がやる。まちづくりや居
い

場
、

所
しょ

づくり、日
にち

常
じょう

の暮
く

らしの支え合
あ

い、コ
こ

ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

テ
て

ィ
ぃ

はむしろ、地
ち

域
いき

はや民
みん

間
かん

はでやる内
ない

容
よう

はになっています。専
せん

門
もん

職
しょく

はや行
ぎょう

政
せい

はと民
みん

間
かん

は・地
ち

域
いき

はの活
かつ

動
どう

はをうまく連
れん

動
どう

はさせることで、初
はじ

はめ

てこの重
じゅう

層
そう

的
てき

支
し

援
えん

体
たい

制
せい

整
せい

備
び

ができるということです。政
せい

策
さく

に乗
の

るかどうかは別
べつ

としても、地
ち

域
いき

がより良
よ

くなるにはどうす

れ、よいのか考
かんが

えるきっかけとして、こういった視
し

点
てん

をもつのはありかなとは思
おも

います。 

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

の主
しゅ

流
りゅう

化
か

・政
せい

策
さく

化
か

への危
き

惧
ぐ

 

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

はが主
しゅ

流
りゅう

化
か

はしました、政
せい

策
さく

化
か

はしましたと言
い

はいましたが、さまざまな生
せい

活
かつ

問
もん

題
だい

はが生
う

はまれてきています。それが政
せい

府
ふ

は・行
ぎょう

政
せい

はだけでは対
たい

応
おう

はできないから、地
ち

域
いき

はで頑
がん

張
、

はりましょうと言われる。そうすると政
せい

府
ふ

はに、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

はや地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

はが手
しゅ

段
だん

とされている感
かん

じがします。これで本
ほん

当
とう

に福
ふく

祉
し

が実
じつ

現
げん

できる

だろうか。わたしはこれを地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

はの隘路
あ い ろ

はと呼
よ

はびますが、隘
あい

路
ろ

は、狭
せま

い
い

道
みち

は、細
ほそ

はい道
みち

はのことです。主流化
しゅりゅうか

はは広々
ひろびろ

はとしたところでし

たが、広々
ひろびろ

はとやってきたと思
おも

はったのに、いつの間
ま

はにか地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

が先
さき

行
ゆ

はき不
ふ

安
あん

はな隘
あい

路
ろ

はに入
はい

はったと危
き

惧
ぐ

はがあるということも一方
いっぽう

であります。 

主
しゅ

流
りゅう

化
か

はしたのはいいが、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

はをどうしていこうかという
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ことです。下手
へ た

はすると下
した

請
う

はけの地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

はになってしまうし、うまくやれ、本
ほん

当
とう

はの幸
しあわ

はせを考
かんが

はえられるかもしれない。そうい

う分
ぶん

岐
き

点
てん

にいるのではないでしょうか。つまり、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

を一
いち

度
ど

1回
かい

考
かんが

えてみるんです。 

２.地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

の問
と

い直
なお

し 

福
ふく

祉
し

はマ
ま

イ
い

ナ
な

ス
す

イ
い

メ
め

ー
ー

ジ
じ

？ 

「関
かか

わりたくない福
ふく

祉
し

」「避
さ

けたいものとしての福
ふく

祉
し

」 

みなさんは、福
ふく

祉
し

はにどんな印
いん

象
しょう

はをお持
も

はちなのか、ここに来
き

はているみなさんは、地
ち

域
いき

はに関
かか

はわっていますが、一
いっ

般
ぱん

的
てき

はな人
ひと

たちがどう思
おも

はっているのか、わたしは関
かん

心
しん

はがあります。福
ふく

祉
し

ははマ
ま

イ
い

ナ
な

ス
す

イ
い

メ
め

ー
ー

ジ
じ

はが多
おお

はい、できれ、関
かか

はわりたくない、できれ

、避
さ

けたいなみたいに思
おも

っている人
ひと

たちが多
おお

いかなと思
おも

います。そう思
おも

われることを、ス
す

テ
て

ィ
ぃ

グ
ぐ

マ
ま

と言
い

います。 

ス
す

テ
て

ィ
ぃ

グ
ぐ

マ
ま

 

ス
す

テ
て

ィ
ぃ

グ
ぐ

マ
ま

はは何
なに

はか。少
すこ

はし話
はなし

はがそれますが、この写
しゃ

真
しん

は、どこかおわかりですか。

山
やま

はがあってね、青々
あおあお

はとした草
そう

原
げん

はがあって、牛
うし

はがのんびりと草
くさ

はを食
た

はべている。九
きゅう

州
しゅう

はの阿
あ

蘇
そ

山
さん

はのカ
か

ル
る

デ
で

ラ
ら

はです。ちょうどいまぐらいの季
き

節
せつ

は、夏
なつ

はになるとこういうふ

うに牛
うし

はを放
ほう

牧
ぼく

はします。阿
あ

蘇
そ

山
さん

はは、手
て

はを入
い

はれていますから、毎
まい

年
とし

冬
ふゆ

はが終
お

はわるときに

山
やま

焼
や

はきします。高
たか

はい木
き

はが生
はえ

はえないようにしてます。その後
ご

は、すごい新
しん

芽
め

はが出
で

はてく

る。それを放
ほう

牧
ぼく

した牛
うし

が食
た

べていく。そういう図
ず

です。でもたくさんの牧
ぼく

場
じょう

の牛
うし

が放
ほう

牧
ぼく

されるので、どの牧
ぼく

場
じょう

の牛
うし

なのか

わかるようにしていく必
ひつ

要
よう

はがあります。わかるようにするために印
いん

はを牛
うし

はにつけます。ひらがなのににとと書
か

はいてあります。遠
とお

くからでもわかりますよね。遠
とお

くからでもわかる印
しるし

。これがス
す

テ
て

ィ
ぃ

グ
ぐ

マ
ま

です。これはいわゆる、牛
うし

に対
たい

する焼
や

き印
いん

ですが、こ

れを人に引
いん

用
よう

はしてみる。周
まわ

はりの人
ひと

はがわたしを、あの人
ひと

はは福
ふく

祉
し

はの利
り

用
よう

者
しゃ

はだ、福
ふく

祉
し

はを使
つか

はっている人
ひと

はだと周
まわ

はりが見
み

はていると、そ

れが嫌
いや

はだなという感
かん

はじです。だから、福
ふく

祉
し

はを利
り

用
よう

はしていることが恥
は

はずかしいと思
おも

はう。それがス
す

テ
て

ィ
ぃ

グ
ぐ

マ
ま

はです。本
ほん

当
とう

ははそんな

ことありません。しかし、本
ほん

人
にん

はがそう思
おも

はう。そうすると何
なに

はが起
お

はこるかというと、福
ふく

祉
し

はの利
り

用
よう

はをできるだけ避
さ

はけたい、福
ふく

祉
し

はを避
さ

けたいみたいになる。これは非
ひ

常
じょう

はに残
ざん

念
ねん

はなことです。ス
す

テ
て

ィ
ぃ

グ
ぐ

マ
ま

はをいかにして少
すく

はなくするかが、福
ふく

祉
し

関
かん

係
けい

者
しゃ

はにとっては非
ひ

常
じょう

に重
じゅう

要
よう

な役
やく

割
わり

でした。 

いまや多
おお

くの人
ひと

たちが福
ふく

祉
し

に関
かか

わる時
じ

代
だい

 

超
ちょう

高
こう

齢
れい

社
しゃ

会
かい

は、子
こ

はどもの貧
ひん

困
こん

問
もん

題
だい

はが関
かん

心
しん

はを集
あつ

はめていす。子
こ

はどもの貧
ひん

困
こん

はは 1割
わり

はを超
こ

はえています。先
さき

はほど言
い

はったように生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

制
せい

度
ど

はの利
り

用
よう

者
しゃ

はは生
せい

活
かつ

困
こん

窮
きゅう

制
せい

度
ど

はができて若
じゃっ

干
かん

減
へ

はりましたが、200万人
まんにん

台
だい

は、さらに毎年
まいとし

生活
せいかつ

困窮者
こんきゅうしゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

制度
せ い ど

を使
つか

う人がいるので、人
にん

数
ずう

としては増
ふ

えています。 

日
に

本
ほん

はは、障
しょう

害
がい

関
かん

係
けい

はの認
にん

定
てい

はは厳
きび

はしいと言
い

はわれていますが、障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

はを持
も

はっている人
ひと

はは 1,000万
まん

人
にん

はいます。単
たん

身
しん

はの

高
こう

齢
れい

者
しゃ

はが非
ひ

常
じょう

はに増
ふ

はえています。2015年
ねん

はとちょっと古
ふる

はいデ
で

ー
ー

タ
た

はですが、7人
にん

はに 1人
にん

はがこの状
じょう

態
たい

はです。さらに多
た

様
よう

性
せい

はの時
じ

代
だい

です。性
せい

的
てき

マ
ま

イ
い

ノ
の

リ
り

テ
て

ィ
ぃ

も 7人
にん

に1人
ひ と り

ぐらいいると言
い

われてます。単
たん

純
じゅん

にいまの数
かず

だけ足
た

すと、もう日本
に ほ ん

の人
じん

口
こう

の半
はん

分
ぶん

ぐらいになる。だから、マ
ま

イ
い

ノ
の

リ
り

テ
て

ィ
ぃ

はじゃないという話
はなし

はです。福
ふく

祉
し

はを利
り

用
よう

はするのはね。そんな時
じ

代
だい

はでも福
ふく

祉
し

はは関
かかわ

はりたくない

ものなのか。それはやっぱりおかしい。 

福
ふく

祉
し

＝幸
こう

福
ふく

 

さらに言
こと

葉
、

の意
い

味
み

からいきます。広
こう

辞
じ

苑
えん

を引
ひ

いてもらうと、福
ふく

祉
し

は幸
しあわ

せ、幸
こう

福
ふく

と出
で

ているんです。もう一
ひと

つは公
こう

的
てき

補
ほ

助
じょ
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やサ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

による生
せい

活
かつ

の安
あん

定
てい

、充
じゅう

足
そく

とかも出
で

ていますが基
き

礎
そ

にある意
い

味
み

は、幸
こう

福
ふく

です。 

福
ふく

祉
し

はは幸
こう

福
ふく

は。何
なん

はで福
ふく

祉
し

はが幸
こう

福
ふく

はなのか、ここが重
じゅう

要
よう

はです。福
ふく

祉
し

はの福
ふく

はの字
じ

はの、つくりは

大
おお

はきい鐘
かね

はとか大
おお

はきい壺
つぼ

はを表
あらわ

はしています。そのなかのに田
た

はには、なみなみと液
えき

体
たい

はが入
はい

はって

いるようすを表
あらわ

はしているそうです。幸
しあわ

はせになる液
えき

体
たい

はは、お酒
さけ

はです。これは漢
かん

字
じ

はができた

ころの社
しゃ

会
かい

はを思
おも

はい浮
う

はかべてください。古
こ

代
だい

中
ちゅう

国
ごく

はは農
のう

耕
こう

社
しゃ

会
かい

はです。農
のう

耕
こう

社
しゃ

会
かい

はで一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

たくさん働
はたら

いて、多
おお

くの実
みの

りができて、そこからこういうお酒
さけ

がとれました、あぁ、幸
しあわ

せ

だな、じゃないですか。つまり農
のう

耕
こう

社
しゃ

会
かい

はのなかで、最
もっと

はも幸
しあわ

はせな状
じょう

態
たい

はを表
あらわ

はしています。その時
じ

代
だい

は、社
しゃ

会
かい

はのなかで、最
もっと

はも

幸
しあわ

せな状
じょう

態
たい

を表
あらわ

したのが、この福
ふく

だということがわかります。そういう意
い

味
み

での幸
しあわ

せだということです。 

もう一
ひと

はつあります。福
ふく

祉
し

はですから、祉
し

はの方
ほう

はがあります。これもつくりの方
ほう

ははこういう字
じ

に止
とめ

とです。何
なに

が止
と

まるかというと、へんですね。示
しめす

へんですね。この示
しめす

は、神
かみ

をあらわし

ます。示
しめす

へんの、この真
ま

ん中
なか

の T の字
じ

、丁
てい

という字
じ

ですね。ア
あ

ル
る

フ
ふ

ァ
ぁ

ベ
べ

ッ
っ

ト
と

だったら T の

字
じ

は。これは神
かみ

様
さま

はに来
き

はてもらう場
、

所
しょ

は、祭
さい

壇
だん

はみたいなところを意
い

味
み

はします。神
かみ

様
さま

はには捧
ささ

はげ物
もの

は、

貢
みつぎ

物
もの

はが必
ひつ

要
よう

はですから、捧
ささ

はげてあります。横
よこ

はたわっているものが、捧
ささ

はげてあります。これはさっきでまで生
い

はきてたんです。も

う今
いま

はは死
し

はんでしまってますけど、なんでそういうかというと、滴
したた

はり落
お

はちる血
けつ

液
えき

は。垂
た

はれですね。この両
りょう

方
ほう

はに垂
た

はれています。だ

から、何
なに

はかの獲
え

物
もの

はだったんでしょうけど、捧
ささ

はげるものですね。それをここに置
お

はいて、これ全
ぜん

体
たい

はで神
かみ

はを表
あらわ

はしているわけです。

だから、神
かみ

様
さま

が止
とま

ってくれて、この地
ち

域
いき

を祝
しゅく

福
ふく

して、たくさんの実
みの

りができて、あぁ、幸
しあわ

せだな、ということです。五
ご

穀
こく

豊
ほう

穣
じょう

のイ
い

メ
め

ー
ー

ジ
じ

はです。古
こ

代
だい

中
ちゅう

国
ごく

はの場
、

合
あい

はは、農
のう

耕
こう

社
しゃ

会
かい

はという時
じ

代
だい

はの最
もっと

はも幸
しあわ

せ
せ

はな状
じょう

態
たい

はを、この福
ふく

祉
し

はという言
こと

葉
、

はに、込
こ

はめたとい

うことがわかります。 

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

はといった場
、

合
あい

は、それを現
げん

代
だい

日
に

本
ほん

はで置
お

はき換
か

はえた場
、

合
あい

は、最
もっと

はも幸
しあわ

はせな状
じょう

態
たい

はって何
なん

はだろう、と考
かんが

はえていくのが、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

です。さらに、何
なに

でいまそれを考
かんが

えるのかということです。 

この曲
きょく

線
せん

（右
みぎ

図
ず

）を、ロ
ろ

ジ
じ

ス
す

テ
て

ィ
ぃ

ッ
っ

ク
く

曲
きょく

線
せん

と言
い

います。よ

く生
せい

物
ぶつ

はが環
かん

境
きょう

はに適
てき

応
おう

はするとかありますが、たとえ、人
じん

口
こう

で考
かんが

はえると、前
ぜん

近
きん

代
だい

はが出
しゅっ

発
ぱつ

点
てん

は、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

はの終
お

はわりのこ

ろです。人
じん

口
こう

はが大
だい

体
たい

は3,000万
まん

人
にん

はぐらい。そこから近
きん

代
だい

はに

入
はい

はって一
いっ

気
き

はに人
じん

口
こう

はが爆
、く

発
はつ

はして劇
げき

的
てき

はに増
ふ

はえます。1億
おく

2,000万
まん

人
にん

で、ぐーっと増
ふ

えていきます。いまは頭
あたま

打
う

ちに

なって、この先
さき

は、どうなるかわからないけど、新
あたら

はしい段階
だんかい

が始
はじ

まるんじゃないかと言
い

われています。 

定
てい

常
じょう

化
か

社
しゃ

会
かい

の福
ふく

祉
し

とは？ 

経
けい

済
ざい

で見
み

てもらってもいいです。わたしたち、ここにいるみなさんの多
おお

くは、この右
みぎ

肩
かた

上
あ

がりの時
じ

代
だい

を知
し

っていると思
おも

い

ます。どんどん社
しゃ

会
かい

はが変
か

はわっていく、変
へん

化
か

はしていくさまを実
じっ

感
かん

はしています。この新
あら

はたな時
じ

代
だい

はは退
たい

屈
くつ

はなものになるのでしょう

か。実
じつ

はそうではなく、さまざまな視
し

点
てん

から江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

を学
まな

んできましたが、右
みぎ

肩
かた

上
あ

がりの時
じ

代
だい

は外
がい

的
てき

な変
へん

化
か

が多
おお

い一
いっ

方
ぽう

で、定
てい

常
じょう

はの時
じ

代
だい

はは人
にん

間
げん

はの持
も

はっている文
ぶん

化
か

はや哲
てつ

学
がく

は、生
い

はき方
かた

はといった内
ない

面
めん

性
せい

はが発
はっ

展
てん

はする段
だん

階
かい

はになると言
い

はわれています。こ

れからは、お金
かね

はを稼
かせ

はぐという観
かん

点
てん

はだけでなく、新
あら

はたな価
か

値
ち

はを見
み

はいだし、それを育
そだ

はてる時
じ

代
だい

はになるかもしれません。その動
どう

向
こう

を示
しめ

すかのような状
じょう

況
きょう

が現
あらわ

れています。 



2024年
ねん

7月
がつ

31日
にち

 発行
はっこう

                            すみりんニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

 第
だい

97号
ごう

 

11 

定常化
ていじょうか

・ポスト
ぽ す と

成長期
せいちょうき

の動向
どうこう

 幸福
こうふく

への関心
かんしん

の高
たか

まり 

たとえ、、ブ
ぶ

ー
ー

タ
た

ン
ん

という国
くに

が有
ゆう

名
めい

になり大
おお

きな刺
し

激
げき

を与
あた

えたGNH（GrossはNationalはHappiness 国
こく

民
みん

総
そう

幸
こう

福
ふく

量
りょう

）

というものがあります。経
けい

済
ざい

学
がく

や心
しん

理
り

学
がく

など、そういう分
ぶん

野
や

でも幸
こう

福
ふく

は、キ
き

ー
ー

ワ
わ

ー
ー

ド
ど

になっており、実
じつ

は日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

も意
い

識
しき

を

持
も

はち始
はじ

はめていたり、地
ち

方
ほう

自
じ

治
ち

体
たい

はでもそういう取
と

はり組
く

はみがあります。世
せ

界
かい

を広
ひろ

く見
み

てみると、こういう段
だん

階
かい

になってきているんですね。 

研究
けんきゅう

はの世界
せかい

はでみてみると、同じ
おなじ

はような動
うご

はきが見
み

はられます。世
せ

界
かい

はの幸
こう

福
ふく

に関
かん

する研
けん

究
きゅう

論
ろん

文
ぶん

の数
かず

ですが、Well-being や Happiness を論
ろん

文
ぶん

タ
た

イ
い

ト
と

ル
る

はに含
ふく

はむ論
ろん

文
ぶん

数
すう

はをみてみると、興
きょう

味
み

深
ぶか

はい事
じ

実
じつ

はがわかりました。

1970年
ねん

代
だい

は 307本
ほん

です。10年
ねん

間
かん

で。80年
ねん

代
だい

、90年
ねん

代
だい

、どんどん増
ふ

え

てきて、もう 2000年
ねん

代
だい

は 2万
まん

2千
せん

本
ぼん

。2010年
ねん

代
だい

または 2020年
ねん

代
だい

は

わからないけど、ものすごい勢
いきお

はいで増
ふ

はえてきています。研
けん

究
きゅう

はの世
せ

界
かい

はで

も幸
こう

福
ふく

への関
かん

心
しん

が生
う

まれている。 

世
せ

界
かい

基
き

準
じゅん

は幸
こう

福
ふく

へと動
うご

き始
はじ

めている 

さらに、国連
こくれん

がGDPから新
あたら

しい豊
ゆた

かさへということで、幸福度
こ う ふ く ど

ランキング
ら ん き ん ぐ

をやるようになりました。全
ぜん

世
せ

界
かい

の1位
い

から

最
さい

下
か

位
い

いまでずっと並
なら

べている。そんなことやっていいのかと思
おも

うことをやっている。だからメ
め

ッ
っ

セ
せ

ー
ー

ジ
じ

としては、もう GDP

じゃなくて、幸
こう

福
ふく

なんだということを国
こく

連
れん

は言
い

いたいのだと思
おも

います。OECD（経
けい

済
ざい

開
かい

発
はつ

協
きょう

力
りょく

機
き

構
こう

）は、先
せん

進
しん

諸
しょ

国
こく

の集
あつ

ま

りです。ここは経済
けいざい

はのことを中心
ちゅうしん

はに考
かんが

はえているところですが、そこでさえ幸福度
こ う ふ く ど

白書
はくしょ

はを出
だ

はしています。つまり、幸福
ふく

はを意
い

識
しき

していく時
じ

代
だい

というのが、周
まわ

り
り

では進
すす

んでいるのがわかります。 

幸
しあわ

せが遠
とお

のくの日本
に ほ ん

？ 

世
せ

界
かい

幸
こう

福
ふく

度
ど

ラ
ら

ン
ん

キ
き

ン
ん

グ
ぐ

はの日本
に ほ ん

はを見
み

はてください。

140 カ国
こく

ぐらいの国
くに

におけるラ
ら

ン
ん

キ
き

ン
ん

グ
ぐ

です。年
ねん

によって違
ちが

はいますが、2012年
ねん

はでは 40位
い

はくらい。

それがどんどん落
お

はちて、20 ０年
ねん

はは 62位
い

はまで落
お

ちて、最
さい

近
きん

回
かい

復
ふく

はしてきて、2023年
ねん

はで 47 位。 ０

24年
ねん

はがどのぐらいになっていたか。残
ざん

念
ねん

はながら、

ちょっと落
お

ちていました。日本
に ほ ん

が何
なん

位
い

だというのは

いろいろあるかもしれませんが、それでも幸
こう

福
ふく

はと

いうことがメ
め

ッ
っ

セ
せ

ー
ー

ジ
じ

はなんだ、ということは理
り

解
かい

はし

ておいてください。 

みなさん、「幸
こう

福
ふく

はってどうですか」と言
い

はわれたら必
かなら

はず出
で

はてくるのが、「いや先
せん

生
せい

は、幸
こう

福
ふく

はって一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

違
ちが

はいすよね」と言
い

われる。そのとおりです。そのとおりなんだけど、あれだけ幸
こう

福
ふく

研
けん

究
きゅう

が進
すす

んでいると、どういう条
じょう

件
けん

が幸
こう

福
ふく

に影
えい

響
きょう

を与
あた

え

ているのかもわかってきています。個
こ

人
じん

はの幸
こう

福
ふく

はに影
えい

響
きょう

はを与
あた

はえる、あるいは幸
こう

福
ふく

はの持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

性
せい

はDDGs みたいな、このよう

な時
じ

代
だい

はにわたしたちはもう生
い

はきています。一
ひと

人
り

はひとりの幸
こう

福
ふく

ははさらにもっと考
かんが

はえていくことです。大
おお

はきいながれでいくと、

こういう側
そく

面
めん

になる。つまり幸
こう

福
ふく

の実
じつ

現
げん

を求
もと

めるような時
じ

代
だい

になっています。右
みぎ

肩
かた

上
あ

がりの時
じ

代
だい

だと、将
しょう

来
らい

豊
ゆた

かになるた
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めに「いま頑
がん

張
、

はろう」と言
い

はったんです。将
しょう

来
らい

良
い

はい生
せい

活
かつ

はしたいんだったら、「いま頑
がん

張
、

はって何
なん

はとかしなさい」と。別
べつ

はの言
い

はい方
かた

でしたら、「将
しょう

来
らい

はのために、いまを犠
ぎ

牲
せい

はにしている」という感
かん

はじだったんです。それはある意
い

味
み

報
むく

はわれました。経
けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

は、

お金
かね

はの面
めん

はだけ言
い

はえ、右
みぎ

肩
かた

上
あ

はがり。だけどこれからの生
い

はき方
かた

ははそうじゃない。もう一
ひと

人
り

はひとりがいま幸
しあわ

はせになるんだって、

そのいまの重
じゅう

要
よう

性
せい

はがちゃんとわかるかどうか。そうじゃなかったら、ずっと格
かく

差
さ

社
しゃ

会
かい

はです。格
かく

差
さ

社
しゃ

会
かい

はになって、これを抜
ぬ

はけ

出
だ

はすために頑
がん

張
、

はれと言
い

はっても、それは構
こう

造
ぞう

的
てき

はな問
もん

題
だい

はになって、やっぱりそれはおかしいと思
おも

はいます。いま、わたしたちが

ちゃんと幸
しあわ

はせになることを考
かんが

はえることが重
じゅう

要
よう

はであって、それを現
げん

在
ざい

充
じゅう

足
そく

性
せい

はとも言
い

はいますが、その人
ひと

はらしい生
い

はき方
かた

はをどう

実
じつ

現
げん

はするのかが問
と

はわれている段
だん

階
かい

はです。これはなかなか

難
むずか

はしいです。「いま頑
がん

張
、

はれ」の方
ほう

はが言
い

はいやすいし、いまに責
せき

任
にん

はを持
も

はたなくてもいいから。いまがしんどくても、それはしゃあ

ないと。将
しょう

来
らい

はのためにしゃあないよって言
い

はえるんだけど、「い

ま幸
しあわ

はせになってもいい」って言
い

はったら、じゃあそれができてな

かったら、やっぱりどうするんだってなるので、こっちの方
ほう

が本
ほん

当
とう

はは大
たい

変
へん

はなんですが、そういう段
だん

階
かい

はだとわたしは思
おも

はっていま

す。 

福
ふく

祉
し

観
かん

の転
てん

換
かん

へ 

福
ふく

祉
し

は幸
こう

福
ふく

をつくること 

福
ふく

祉
し

はに関
かか

わ
わ

る
る

はことでより良
よ

はい暮
く

はらしが実
じつ

現
げん

はできたり、より良
よ

はい地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

はが生
うまれ

はれたりするようになれ、、福
ふく

祉
し

はは関
かか

はわり

たくないものから関
かか

わりたいものになります。そういう福
ふく

祉
し

をつくりたいと思
おも

っています。しかし、こんな意
い

見
けん

がでてきます。

「そんなことを言
い

はっても格
かく

差
さ

はが広
ひろ

はがっているでしょう。排
はい

除
じょ

はが広
ひろ

はがっているでしょう」「地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

はのつながりが薄
うす

はくなって

いるし、環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

も怖
こわ

い。対
たい

立
りつ

、領
りょう

土
ど

紛
ふん

争
そう

、戦
せん

争
そう

……どうなるんだ」「民
みん

主
しゅ

主
しゅ

義
ぎ

や市
し

民
みん

社
しゃ

会
かい

が、弱
よわ

くなりその上
うえ

でコ
こ

ロ
ろ

ナ
な

パ
ぱ

ン
ん

デ
で

ミ
み

ッ
っ

ク
く

……どうしますか」と。 

福
ふく

祉
し

の二
に

極
きょく

化
か

を超
こ

えていく必
ひつ

要
よう

 

福
ふく

祉
し

はここから逃
に

げることができせん。いま言
い

われている

のが、福
ふく

祉
し

はの二
に

極
きょく

化
か

はです。生
せい

存
ぞん

はが脅
おびや

はかされることに対
たい

はす

る福
ふく

祉
し

、社
しゃ

会
かい

的
てき

対
たい

立
りつ

や生
せい

活
かつ

困
こん

窮
きゅう

。この意
い

識
しき

がものすごく強
つよ

いと思
おも

はいます。もう一
いっ

方
ぽう

はで、幸
こう

福
ふく

はへの関
かん

心
しん

はに基
もと

はづく福
ふく

祉
し

はで

す。なぜ つにわかれているのか。これも格
かく

差
さ

社
しゃ

会
かい

はだからで

す。社
しゃ

会
かい

がこの 2 つにわけてしまっています。生
せい

存
ぞん

が脅
おびや

か

されることに対
たい

はする福
ふく

祉
し

は、かりしていて、固
こ

定
てい

化
か

はされる危
き

惧
ぐ

があります。この 2 つをつないでいくことが必
ひつ

要
よう

です。つないでいくのが増
ぞう

進
しん

型
がた

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

です。当
とう

然
ぜん

、幸
こう

福
ふく

の方
ほう

向
こう

に向
む

けてつないでいこうとしています。わたしたちがやろうとしているのはその仕
し

組
く

みづくりです。 

3.増
ぞう

進
しん

型
がた

の進
すす

め方
かた

 

「増
ぞう

進
しん

型
がた

は」について説
せつ

明
めい

はします。地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

はは、生
せい

活
かつ

はが豊
ゆた

はかになることと各々
おのおの

はの生
い

はき方
かた

はを実
じつ

現
げん

はするという意
い

味
み

はがあると

初
はじ

め
め

に説
せつ

明
めい

しました。両
りょう

方
ほう

を含
ふく

む概
がい

念
ねん

と理
り

解
かい

していたけれ、と思
おも

います。これを英
えい

語
ご

で説
せつ

明
めい

すると、ウ
う

ェ
ぇ

ル
る

フ
ふ

ェ
ぇ

ア
あ

は生
せい

活
かつ

の豊
ゆた

はかさ、ウ
う

ェ
ぇ

ル
る

ビ
び

ー
ー

イ
い

ン
ん

グ
ぐ

はは、それぞれが自
じ

分
ぶん

はらしい生
い

はき方
かた

はができているかということを示
しめ

はしています。増
ぞう

進
しん

型
がた

地
ち

域
いき

福
ふく
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祉
し

はは、こうした理
り

解
かい

はのもと、幸
こう

福
ふく

感
かん

はの実
じつ

現
げん

はをめざしています。福
ふく

祉
し

はの実
じつ

現
げん

はには政
せい

府
ふ

はや市
し

場
じょう

は、生
せい

活
かつ

世
せ

界
かい

はが関
かん

与
よ

はしています。自
じ

助
じょ

は、公
こう

助
じょ

は、共
きょう

助
じょ

のバ
、

ラ
ら

ン
ん

ス
す

はがうまく取
と

はれているということがウェルフェア
う ぇ る ふ ぇ あ

はの生
せい

活
かつ

はの基
き

盤
、ん

にあって、その上
うえ

はでその人
ひと

はらしさ、あるいはその地
ち

域
いき

はらしさがどう実
じつ

現
げん

できているかということです。こういうものを発
はっ

展
てん

的
てき

はにつくられるような

福
ふく

祉
し

をしていきたいと考えています。 

ウ
う

ェ
ぇ

ル
る

ビ
び

ー
ー

イ
い

ン
ん

グ
ぐ

を生
う

み出
だ

す実
じっ

践
せん

 

目
もく

的
てき

実
じつ

現
げん

型
がた

ア
あ

プ
ぷ

ロ
ろ

ー
ー

チ
ち

 

所
しょ

得
と く

はや健
けん

康
こう

は、教
きょう

育
いく

は、仕
し

事
ごと

は、政
せい

治
じ

は、社
しゃ

会
かい

的
てき

はなつながり、

環
かん

境
きょう

は、安
あん

全
ぜん

は、自
じ

由
ゆう

は、ワ
わ

ー
ー

ク
く

ラ
ら

イ
い

フ
ふ

バ
、

ラ
ら

ン
ん

ス
す

は、文
ぶん

化
か

は、こういう

ものが実
じっ

際
さい

はこの地
ち

域
いき

はでどれぐらい整
ととの

はっているかどうか

をチ
ち

ェ
ぇ

ッ
っ

ク
く

はしていく。これはどちらかというとウ
う

ェ
ぇ

ル
る

フ
ふ

ェ
ぇ

ア
あ

を高
たか

はめるものです。もう一
ひと

はつ、ウ
う

ェ
ぇ

ル
る

ビ
び

ー
ー

イ
い

ン
ん

グ
ぐ

はの方
かた

はをめ

ざすのは、目
もく

的
てき

実
じつ

現
げん

型
がた

はのア
あ

プ
ぷ

ロ
ろ

ー
ー

チ
ち

はです。目
もく

的
てき

実
じつ

現
げん

型
がた

は、いろいろある問
もん

題
だい

はがどうなったらいいのかを本
ほん

人
にん

はと

話
はな

はして、そのなかで出
だ

はされてくる理
り

想
そう

はやうまくいっている

状
じょう

態
たい

を明
めい

確
かく

にして、実
じつ

現
げん

していこうというア
あ

プ
ぷ

ロ
ろ

ー
ー

チ
ち

です。 

増
ぞう

進
しん

型
がた

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

とは 

増
ぞう

進
しん

型
がた

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

はは、マ
ま

イ
い

ナ
な

ス
す

はの状
じょう

態
たい

はをゼ
ぜ

ロ
ろ

はにするということ

を目
め

指
ざ

はすのではなく、理
り

想
そう

はの状
じょう

態
たい

は、こうなったらいいなという状
じょう

態
たい

はをその問
もん

題
だい

はで苦
くる

はしんでいる本
ほん

人
にん

はとともに描
か

はいて、協
きょう

働
どう

はの実
じっ

践
せん

はでその実
じつ

現
げん

はをめざします。その結
けっ

果
か

はとして、一
ひと

人
り

はひとりの幸
しあわ

せと地
ち

域
いき

はの幸
しあわ

はせをともに生
う

はみ出
だ

はす。ここが重
じゅう

要
よう

はで、一
ひと

人
り

はひとり

の幸
しあわ

はせだけで終
お

はわる
る

はのではなく、地
ち

域
いき

はの幸
しあわ

はせをともに生
う

はみ出
だ

そうというのが地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

です。 

ここの増
ぞう

進
しん

型
がた

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

はに関
かか

はわることにより、その人
ひと

はのその地域
いき

はの可
か

能
のう

性
せい

はが開
ひら

はくことをめざしているのが、増
ぞう

進
しん

型
がた

はです。

これを図
ず

はで示
しめ

はしました。これまでの福
ふく

祉
し

はは、介
かい

護
ご

状
じょう

態
たい

はになった、仕
し

事
ごと

はをク
く

ビ
び

はになった、子
こ

はどもがグ
ぐ

レ
れ

はたなど問
もん

題
だい

発
はっ

生
せい

はして

生
せい

活
かつ

はがしんどくなったときに、福
ふく

祉
し

はが介
かい

入
にゅう

はして元
もと

はに戻
もど

はりましょうというものでした。増
ぞう

進
しん

型
がた

はは介
かい

入
にゅう

はするときに、理
り

想
そう

はの状
じょう

態
たい

を描
か

いて、実
じつ

現
げん

していこう、さっきの幸
こう

福
ふく

というのを含
ふく

めて、考
かんが

える福
ふく

祉
し

だと思
おも

います。 

どうすればいい？① 

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

の特
とく

性
せい

 

では、どうすれ、いいのか。実
じつ

はは地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

はは結
けっ

構
こう

可
か

能
のう

性
せい

はがあります。地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

はには法
ほう

律
りつ

はや制
せい

度
ど

はで行
おこな

はう部
ぶ

分
ぶん

はもあります。介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

はや生
せい

活
かつ

困
こん

窮
きゅう

者
しゃ

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

法
ほう

はの部
ぶ

分
ぶん

はもありますが、それだけではなく、自
じ

発
はつ

性
せい

はとか民
みん

間
かん

性
せい

はとか地
ち

域
いき

性
せい

、まさに今日
き ょ う

なんかそうですよね。この地
ち

域
いき

の持
も

っている力
ちから

をしっかり使
つか

おう
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ということが重
じゅう

要
よう

です。 

自
じ

発
はつ

性
せい

・民
みん

間
かん

性
せい

・地
ち

域
いき

性
せい

の可
か

能
のう

性
せい

 

ただ下
へ

手
た

はすると、自
じ

発
はつ

性
せい

は、民
みん

間
かん

性
せい

は、地
ち

域
いき

性
せい

はを、公
こう

的
てき

はな福
ふく

祉
し

はの穴
あな

埋
う

はめ、あるい

は下請
し た う

はけとして使わされてしまう危
き

機
き

はもあります。特
と く

はに行
ぎょう

政
せい

はのお金
かね

はがなくなって

きているときなどです。穴
あな

埋
う

はめ、下
した

請
う

はけではなく、プ
ぷ

ラ
ら

ス
す

はを生
う

はみ出
だ

はすものとして、

可
か

能
のう

性
せい

はを発
はっ

揮
き

はできるものとして使
つか

はっていくことで、増
ぞう

進
しん

型
がた

はに持
も

はっていけます。み

んなでこういうのできたらいいねっていうものをつくっていこうということです。 

どうすればいい②考
かんが

え方
かた

の転
てん

換
かん

 

問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

型
がた

から目
もく

的
てき

実
じつ

現
げん

型
がた

へ 

そのときに非
ひ

常
じょう

はに重
じゅう

要
よう

はな発
はっ

想
そう

はの転
てん

換
かん

はがあります。今日
き ょ う

一番
いち、ん

言
い

はいたいところの一
ひと

はつです。どうしても専
せん

門
もん

職
しょく

はは、福
ふく

祉
し

の考
かんが

はえ方
かた

はや問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

型
がた

はでやるト
と

レ
れ

ー
ー

ニ
に

ン
ん

グ
ぐ

はを受
う

はけています。原
げん

因
いん

はを明
あき

はらかにして、それを取
と

はり除
のぞ

はいて、問
もん

題
だい

はを解
かい

決
けつ

はする。

マ
ま

イ
い

ナ
な

ス
す

はの状
じょう

態
たい

はをゼ
ぜ

ロ
ろ

はにする。それは、医
い

療
りょう

モ
も

デ
で

ル
る

はにも近
ちか

はいし、工
こう

学
がく

モ
も

デ
で

ル
る

はと言
い

はわれるのにも近
ちか

はいと思
おも

はいますが、これは

これで必
ひつ

要
よう

はだと思
おも

はいます。いらないとは言
い

はいませんが、実
じつ

ははいまの時
じ

代
だい

は、問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

型
がた

はだけじゃもう難
むずか

はしいのです。たとえ

、、原
げん

因
いん

はを明
あき

はらかにする。しかし、原
げん

因
いん

自
じ

体
たい

はが非
ひ

常
じょう

はに複
ふく

雑
ざつ

はで難
むずか

はしい。ある

いは原
げん

因
いん

自
じ

体
たい

はが、世
せ

界
かい

的
てき

は・社
しゃ

会
かい

的
てき

はな背
はい

景
けい

はがあり、それを取
と

はり除
のぞ

はくのはとても

難
むずか

はしいというようなことがある。マ
ま

イ
い

ナ
な

ス
す

はをゼ
ぜ

ロ
ろ

はにしても、ゼ
ぜ

ロ
ろ

はに戻
もど

はったと

思
おも

はったら、それがすごく脆
ぜい

弱
じゃく

はで、またすぐマ
ま

イ
い

ナ
な

ス
す

はになる可
か

能
のう

性
せい

はがある。なの

で、そうではないア
あ

プ
ぷ

ロ
ろ

ー
ー

チ
ち

、目
もく

的
てき

実
じつ

現
げん

型
がた

、理
り

想
そう

追
つい

求
きゅう

型
がた

が必
ひつ

要
よう

です。 

どうすればいい③ 

話
はな

し合
あ

うことで楽
たの

しみと正
ただ

しさを生
う

み出
だ

す 

理
り

想
そう

はを描
か

はいて、その実
じつ

現
げん

はをめざすようなやり方
かた

はがあ
あ

はり得
う

はるんじゃないかと

いうことで、まちづくりや医
い

療
りょう

は、心
しん

理
り

学
がく

は、組
そ

織
しき

はづくりなども、こういうのが生
う

はま

れてきています。それを福
ふく

祉
し

のなかでもやりたいと思
おも

っています。たとえ、、引
ひ

きこもりの問
もん

題
だい

。問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

型
がた

であれ、、なぜ A さんは引
ひ

きこもりになったの

か原
げん

因
いん

はを探
さが

はします。何
なに

はが悪
わる

はかったのか、誰
だれ

はが悪
わる

はかったのか、みたいな話
はなし

はについ行
い

はってしまいます。その問
もん

題
だい

部
ぶ

分
ぶん

はを取
と

はり

除
のぞ

いて、引
ひ

きこもりを直
なお

していこうみたいな話
はなし

になります。マ
ま

イ
い

ナ
な

ス
す

をゼ
ぜ

ロ
ろ

にということです。 

目
もく

的
てき

実
じつ

現
げん

型
がた

はは、引
ひ

はきこもっている A さんは最
もっと

はも望
のぞ

はましい状
じょう

態
たい

は、どうなれ、いいんだろうなと考
かんが

はえます。どうすれ、そ

の望
のぞ

はましい状
じょう

態
たい

はが実
じつ

現
げん

はするかを考
かんが

はえて、それを実
じつ

現
げん

はするための協
きょう

働
どう

はをしていこうという発
はっ

想
そう

は。ネ
ね

ル
る

ギ
ぎ

ー
ー

はの使
つか

はい方
かた

はが違
ちが

うということです。目
もく

標
ひょう

も違
ちが

い
い

ま
ま

す
す

。この発
はっ

想
そう

の転
てん

換
かん

は非
ひ

常
じょう

に重
じゅう

要
よう

です。 

もう一
ひと

つ、話
はな

し合
あ

うことで楽
たの

しみと正
ただ

しさが生れます。絶
ぜっ

対
たい

的
てき

なリ
り

ー
ー

ダ
だ

ー
ー

が言
い

うのをやれ、いいわけではなくて、みんな

で話
はな

はし合
あ

はって、そこで正
ただ

はしさや楽
たの

はしさを生
う

はみ出
だ

はして、取
と

はり組
く

はんでいくことが重
じゅう

要
よう

はです。小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

はくらいでのワ
わ

ー
ー

ク
く

シ
し

ョ
ょ

ッ
っ

プ
ぷ

では、いろんな関
かん

係
けい

者
しゃ

が集
あつ

まっています。まさにラ
ら

ウ
う

ン
ん

ド
ど

テ
て

ー
ー

ブ
ぶ

ル
る

です。そういうのをやることができるんです。 
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増
ぞう

進
しん

型
がた

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

の段
だん

階
かい

 

だから、地
ち

域
いき

はの課
か

題
だい

ははありますが、それがどうなれ、いいのかと考
かんが

はえ、取
と

はり組
く

はむ。ワ
わ

ー
ー

ク
く

シ
し

ョ
ょ

ッ
っ

プ
ぷ

はのときは、こんな段
だん

階
かい

を想
そう

定
てい

はします。第
だい

は1段
だん

階
かい

はでは、地
ち

域
いき

はの課
か

題
だい

はを出
だ

はし合
あ

はう。若
わか

はい人
ひと

はが関
かん

心
しん

はを持
も

はってくれないとか、空
あ

はき家
や

はが増
ふ

はえているとか、

引
ひ

きこもりが多い
おおい

とか、いろんな課題
か だ い

があります。それは重要
じゅうよう

なので、全部
ぜん ぶ

必
かなら

ず共
きょう

有
ゆう

化
か

し、そのなかで、どうなれ、いい

のかを考
かんが

えていくわけです。課
か

題
だい

の問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

をしようとするより、その課
か

題
だい

がどうなれ、いいんだろうと考
かんが

える。それが

第
だい

は2段階
だんかい

はです。たとえ、、空
あ

はき家
や

ははどんな活用
かつよう

はができるだろう、引
ひ

はきこもりの人
ひと

はがどうなれ、良
よ

はいかみたいなところを考
かんが

えて、理
り

想
そう

はの状
じょう

態
たい

はを描
か

はいて、それを具
ぐ

体
たい

的
てき

はな活
かつ

動
どう

は、事
じ

業
ぎょう

はとして立
た

はち上
あ

はげる。そして、3段
だん

階
かい

目
め

はに事
じ

業
ぎょう

はを計
けい

画
かく

化
か

はして、さら

に4段
だん

階
かい

目
め

で実
じっ

際
さい

に取
と

り組
く

む。そうなると、ポ
ぽ

イ
い

ン
ん

ト
と

は圧
あっ

倒
とう

的
てき

に理
り

想
そう

を描
か

けるかどうかがポ
ぽ

イ
い

ン
ん

ト
と

なんです。 

みなさん、理
り

想
そう

はを描
か

はいたことは最
さい

近
きん

はありますか。職
しょく

場
、

はで理
り

想
そう

はを語
かた

はろうなんて言
い

はったら、何
なに

言
い

はってんだ?と言
い

はわれる可
か

能
のう

性
せい

がありますが、ここはあえてやってみしょうと。どうしても問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

の発
はつ

言
げん

はあります。しかし、やはり理
り

想
そう

を 1回
かい

描
えが

いて

みると、ぽつぽつ話
はなし

はが話
はなし

はが出
で

はてくる。こういった増
ぞう

進
しん

型
がた

はのワ
わ

ー
ー

ク
く

シ
し

ョ
ょ

ッ
っ

プ
ぷ

はは、毎
まい

回
かい

盛
も

はり上
あ

はがります。それをしっかり出
だ

はし合
あ

うことで、このあたりいいよねっていう機
き

運
うん

が生
うまれ

れて
て

きます。 

地
ち

域
いき

の理
り

想
そう

、地
ち

域
いき

の生
せい

活
かつ

がどうなれ、いいかを考
かんが

え
え

ていく。そんな機
き

会
かい

がどこかで生
うまれ

れて
て

くれ、いいなと思
おも

います。 

増
ぞう

進
しん

型
がた

福
ふく

祉
し

の実
じっ

践
せん

の各
かく

レ
れ

ベ
べ

ル
る

 

よく福
ふく

祉
し

はでは、ミ
み

ク
く

ロ
ろ

は、マ
ま

ク
く

ロ
ろ

はと言
い

い
い

ま
ま

す
す

はが、ミ
み

ク
く

ロ
ろ

はは個
こ

人
じん

はのケ
け

ー
ー

ス
す

ワ
わ

ー
ー

ク
く

はです。個
こ

人
じん

はを支
し

援
えん

はする活
かつ

動
どう

はです。増
ぞう

進
しん

型
がた

はが一
いち

番
、ん

使
つか

はいやすい

分
ぶん

野
や

はの一
ひと

はつが次
つぎ

はのメ
め

ゾ
ぞ

レ
れ

ベ
べ

ル
る

はです。地
ち

域
いき

はや組
そ

織
しき

はの幸
しあわ

はせです。特
と く

はに

地
ち

域
いき

を考
かんが

える場
、

合
あい

に理
り

想
そう

を話
はな

し合
あ

うと、結
けっ

構
こう

ナ
な

イ
い

ス
す

ア
あ

イ
い

デ
で

ア
あ

が出
で

て

きたりします。地
ち

域
いき

はや組
そ

織
しき

はの幸
しあわ

はせです。さらにはマ
ま

ク
く

ロ
ろ

レ
れ

ベ
べ

ル
る

は。自
じ

治
ち

体
たい

はの政
せい

策
さく

はや計
けい

画
かく

はを支
し

援
えん

はする活
かつ

動
どう

はです。これは自
じ

治
ち

体
たい

はの幸
しあわ

はせです。

先
さき

はほど話
はな

はした住
すみ

吉
よし

区
く

はのア
あ

ク
く

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

はは、全
ぜん

体
たい

はのプ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

はではないので、福
ふく

祉
し

はの一
いち

部
ぶ

はですが、それでもこういうのを計
けい

画
かく

に反
はん

映
えい

はさせていって、幸
しあわ

はせな住
すみ

吉
よし

は、住
す

はみやすい住
すみ

吉
よし

はをつくりましょうというような形
かたち

はでやっていけ、、その自
じ

治
ち

体
たい

はの幸
しあわ

せを考
かんが

はえていくこともできるます。たとえ、、わたしが関
かか

はわっている堺
さかい

はの泉
せん

北
ぼく

はにある卸
み

池
いけ

台
だい

はという小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

はがあります。
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そこは小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

はの住
じゅう

民
みん

はたちが地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

はを考
かんが

はえたいと住
じゅう

民
みん

はが考
かんが

はえています。専
せん

門
もん

職
しょく

はももちろんサ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

ト
と

ははしますが、

中
ちゅう

心
しん

は住
じゅう

民
みん

が考
かんが

えます。コ
こ

ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

テ
て

ィ
ぃ

バ
、

ス
す

の移
い

動
どう

手
しゅ

段
だん

をつくるなどいろんなア
あ

イ
い

デ
で

ア
あ

を出
だ

しています。実
じつ

は最
さい

初
しょ

に計
けい

画
かく

を立
た

てたのが2015年
ねん

くらい。まもなく10年
ねん

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

が終
お

わるんですが、結
けっ

構
こう

実
じつ

現
げん

しました。小
しょう

学
がっ

校
こう

をつかって社
しゃ

会
かい

教
きょう

育
いく

をやろうと、学
がっ

校
こう

はごっこというおもしろい活
かつ

動
どう

はもやっています。計
けい

画
かく

はも終
お

はわるので、また計
けい

画
かく

はづくりをやりましょうといって、

ワ
わ

ー
ー

ク
く

シ
し

ョ
ょ

ッ
っ

プ
ぷ

を行うので、今年
こ と し

あたりも来
き

てくださいと言
い

われています。 

他
ほか

はにも認
にん

知
ち

症
しょう

はの人
ひと

はが輝
かがや

はける街
まち

はをつくりたいということで取
と

はり組
く

みを始
はじ

はめている地
ち

域
いき

はがあります。わたしのところに来
き

はていた大
だい

学
がく

院
いん

生
せい

は認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

びとの支
し

援
えん

を中
ちゅう

心
しん

とするケ
け

ア
あ

ネ
ね

ー
ー

ジ
じ

ャ
ゃ

ー
ー

でした。ど

うしても問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

型
がた

はでやっていくと、しんどいことが多い。認
にん

知
ち

症
しょう

はの

人
ひと

はたちが本
ほん

当
とう

はに生
い

はき生
い

はきできる街
まち

はをつくるにはどうしたらいいのか

を考
かんが

えました。夢
ゆめ

ともプ
ぷ

ロ
ろ

ジ
じ

ク
く

ト
と

といいます。一
いち

度
ど

、ホ
ほ

ー
ー

ム
む

ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

を見
み

て
て

はもらえ、と思
おも

はいます。どんな取
と

はり組
く

はみをしているかと言
い

はうと、かつて

料
りょう

理
り

はに携
たずさ

はわっていた認
にん

知
ち

症
しょう

はの方
かた

はがいたのでカ
か

フ
ふ

ェ
ぇ

はをやってみようとなりました。門
かど

真
ま

市
し

はで一
いち

番
、ん

はおしゃれなカ
か

フ
ふ

ェ
ぇ

はの休
やす

みの日
ひ

に借
か

りて、カ
か

フ
ふ

ェ
ぇ

をしました。他
ほか

にも、門
かど

真
ま

市
し

は綿
わた

の産
さん

地
ち

でしたが、最
さい

近
きん

は寂
さび

れています。ある人
ひと

が残
のこ

っていた綿
めん

の

種
たね

はを持
も

はってきて、門
かど

真
ま

はがかつて綿
めん

はの産
さん

地
ち

はだったと言
い

はいました。それならみんなと育
そだ

はてようかとなり、畑
はたけ

はを借
か

はりて、綿
わた

はをつく

りました。コ
こ

ッ
っ

ト
と

ン
ん

ボ
ぼ

ー
ー

ル
る

はを紡
つむ

はいで、小
こ

物
もの

はなんかできるのでカ
か

フ
ふ

ェ
ぇ

はで使
つか

はっていく。いわゆる第
だい

五
ご

次
じ

産
さん

業
ぎょう

は、第
だい

六
ろく

次
じ

産
さん

業
ぎょう

はとい

う展
てん

開
かい

です。そうすると、みんなワ
わ

ク
く

ワ
わ

ク
く

するような展
てん

開
かい

が広
ひろ

がりました。 

大
おお

阪
さか

万
、ん

博
ぱく

はの前
まえ

はの万
、ん

博
ぱく

は、はド
ど

バ
、

イ
い

はでありました。そのときに、日本
に ほ ん

館
かん

はの目
め

玉
だま

はとして認
にん

知
ち

症
しょう

はの人
ひと

はたちがつくる折
お

はり鶴
つる

はを企
き

画
かく

はして、その企
き

画
かく

はが通
とお

はったので、お土産
みやげ

はに渡
わた

はしました。認
にん

知
ち

症
しょう

はの人
ひと

はたちが折
お

はるときに、「この折
お

はり鶴
づる

はがド
ど

バ
、

イ
い

はの王
おう

はの手
て

はに

渡
わた

はったらどうしようか」ということを話
はな

はし合
あ

はいながら、つくったと聞
き

はいています。そんな夢
ゆめ

はのある活
かつ

動
どう

はをして、どんどん夢
ゆめ

はが

広
ひろ

がりながら、生
い

き生
い

きしていくという話
はなし

がもう一
ひと

つ出
で

てきます。 

そしてマ
ま

ク
く

ロ
ろ

はに関
かん

はしては富
とん

田
だ

林
、やし

市
し

はの話
はなし

はです。富
とん

田
だ

林
、やし

市
し

はは、わたしが地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

はに関
かか

はわっています。この図
ず

はだと、

ちょっとわかりませんが、左
ひだり

側
がわ

はの方
ほう

はに増
ぞう

進
しん

型
がた

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

課
か

はと書
か

はいてあります。普
ふ

通
つう

はは、民
みん

生
せい

課
か

はとか、生
せい

活
かつ

福
ふく

祉
し

課
か

は、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

課
か

なんですが、増
ぞう

進
しん

型
がた

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

課
か

です。 
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市
し

長
ちょう

はの思
おも

はいもあると思
おも

はいます。増
ぞう

進
しん

型
がた

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

はに取
と

はり組
く

はむというところです。住
じゅう

民
みん

はたちが話
はな

はし合
あ

はう校
こう

区
く

交
こう

流
りゅう

会
かい

議
ぎ

は。

小
しょう

学
がっ

校
こう

区
く

レ
れ

ベ
べ

ル
る

はで話
はな

はし合
あ

はってそこでできることはそこでやるけど、そこでできないことは、全
ぜん

庁
ちょう

的
てき

はな市
し

全
ぜん

体
たい

はの会
かい

議
ぎ

はで

行
おこな

う
う

は。市
し

長
ちょう

はがその会
かい

議
ぎ

はでやる。地
ち

域
いき

はのいろいろな課
か

題
だい

はを目
もく

的
てき

実
じつ

現
げん

型
がた

はでやろうという、こういう仕
し

組
く

はみをつくって、ダ
だ

イ
い

ナ
な

ミ
み

ッ
っ

ク
く

に動
うご

き始
はじ

めていまする。住
すみ

吉
よし

地
ち

区
く

の場
、

合
あい

、もう始
はじ

まってるという感
かん

じなんですね。 

重
じゅう

層
そう

的
てき

支
し

援
えん

整
せい

備
び

事
じ

業
ぎょう

 

最
さい

後
ご

はに、重
じゅう

層
そう

的
てき

支
し

援
えん

整
せい

備
び

事
じ

業
ぎょう

はの話
はなし

はをします。さっき言
い

はったように、まずは行
ぎょう

政
せい

はがすべきことですが、いまも縦
たて

割
わ

はりの

福
ふく

祉
し

は。そこに制
せい

度
ど

はの狭
はざ

間
ま

はの問
もん

題
だい

はや分
ぶん

野
や

横
おう

断
だん

的
てき

はな問
もん

題
だい

はになり、対
たい

応
おう

はできなくなっている。だからこの穴
あな

はを埋
う

はめていくため

に、全
ぜん

庁
ちょう

的
てき

はに断
ことわ

はらない相
そう

談
だん

支
し

援
えん

はをするのが最
さい

初
しょ

はの段
だん

階
かい

はです。これは公的
こうてき

はな福祉
ふ く し

はです。でもここだけでは完結
かんけつ

はしないの

で、地
ち

域
いき

はの活
かつ

動
どう

はをそこに付
つ

はけていくことによって、公
こう

はと民
みん

はが協
きょう

働
どう

はして問
もん

題
だい

はに立
た

はち向
む

はかう、そういう状
じょう

態
たい

はをつくろうというこ

とだと思
おも

います。住
すみ

吉
よし

地
ち

区
く

を見
み

ていると、民
みん

の方
かた

が主
しゅ

導
どう

して、地
ち

域
いき

の活
かつ

動
どう

をこんなふうにやっているけど、ここの部
ぶ

分
ぶん

をも

うちょっと 公
おおやけ

はにサ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

ト
と

はしてほしいというかたちですね。その方
ほう

はが早
はや

はいような気
き

はもします。だから、わたしは、公
こう

的
てき

はな会
かい

議
ぎ

に出
で

はたらそんな話
はなし

はもしますし。両
りょう

方
ほう

はが活
かっ

性
せい

化
か

はしていけ、いいなと思
おも

はっています。つまり、重
じゅう

層
そう

的
てき

支
し

援
えん

体
たい

制
せい

整
せい

備
び

事
じ

業
ぎょう

はの

促進
そくしん

をするということは、福
ふく

祉
し

・幸福
こうふく

をめざすぐらいのところでやっていけれ、いいと思
おも

います。 

地
ち

方
ほう

自
じ

治
ち

法
ほう

はの第
だい

は1条
じょう

はには、地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

はの役
やく

割
わり

はとして、住民
じゅうみん

はの福
ふく

祉
し

はの増
ぞう

進
しん

はを図
はか

はることが示
しめ

はされていす。まず住
じゅう

民
みん

はの

福
ふく

祉
し

はという段
だん

階
かい

はですね。日
にほん

は本国
こく

憲
けん

法
ぽう

は25条
じょう

はでは、健
けん

康
こう

はで文
ぶん

化
か

的
てき

はな最
さい

低
てい

限
げん

度
ど

はの生
せい

活
かつ

はでということで福
ふく

祉
し

はをしてきました

が、それだけはマ
ま

イ
い

ナ
な

ス
す

はをゼ
ぜ

ロ
ろ

はにするのみです。そうではなくて、13条
じょう

はでは、生
せい

命
めい

は、自
じ

由
ゆう

及
およ

び
び

幸
こう

福
ふく

はの追
つい

求
きゅう

はに対
たい

はする国
こく

民
みん

の権
けん

利
り

というものを言
い

っていす。それを最
さい

大
だい

限
げん

に尊
そん

重
ちょう

する。つまり、幸
こう

福
ふく

追
つい

求
きゅう

権
けん

と言
い

われるものです。この 13条
じょう

に基
もと

づ

くような福
ふく

祉
し

を、ぜひ展
てん

開
かい

していきたいです。 

縦
たて

割
わ

はりの福
ふく

祉
し

はを修
しゅう

正
せい

はし地
ち

域
いき

はと福
ふく

祉
し

はの活
かつ

動
どう

はを共
きょう

同
どう

はで進
すす

はめるこ

とにより、国
こっ

家
か

的
てき

はな支
し

援
えん

体
たい

制
せい

はを整
せい

備
び

はしていくのが一
いち

応
おう

意
い

識
しき

はされ

ているんですが、一人
ひ と り

はひとりの幸
しあわ

はせと地
ち

域
いき

はの幸
しあわ

はせ、ウ
う

ル
る

ビ
び

ー
ー

イ
い

ン
ん

グ
ぐ

はを実
じつ

現
げん

はするということをしっかりと盛
も

はり込
こ

はめるような、重
じゅう

層
そう

的
てき

支
し

援
えん

体
たい

制
せい

はを整
せい

備
び

はすることが重
じゅう

要
よう

はだと思
おも

はっています。福
ふく

祉
し

は、幸
しあわ

はせ

の作
つく

はり方
かた

はの転
てん

換
かん

は。これまでの幸
しあわ

はせというのは、一
ひと

人
り

はひとりがそれ

ぞれ追
つい

求
きゅう

はするもので、個
こ

人
じん

はが頑
がん

張
、

はって手
て

はに入
い

はれるという個
こ

人
じん

主
しゅ

義
ぎ

的
てき

はなア
あ

プ
ぷ

ロ
ろ

ー
ー

チ
ち

はだったんですけど、これからはみんなで幸
しあわ

はせを作
つく

はるんだと。共
きょう

同
どう

はのア
あ

プ
ぷ

ロ
ろ

ー
ー

チ
ち

はなんだと。こうすれ、、

その人
ひと

はだけでなくて、地
ち

域
いき

はが幸
しあわ

はせになっていく。これが地
ち

域
いき

はの実
じっ

践
せん

はの重
じゅう

要
よう

性
せい

はということになると思
おも

はいます。増
ぞう

進
しん

型
がた

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

はが目
め

指
ざ

はしているのは、その人
ひと

はらしい生
い

はき方
かた

はの実
じつ

現
げん

はと、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

はの幸
しあわ

はせであります。まさに持
じ

続
ぞく

はする幸
こう

福
ふく

はな生
い

はき方
かた

は、

社
しゃ

会
かい

を作
つく

ろうというのが、増進型
ぞうしんがた

が目指
め ざ

しているものであります。ということで、福
ふく

祉
し

をぜひ増
ぞう

進
しん

型
がた

へ。2年
ねん

前
まえ

に『増
ぞう

進
しん

型
がた

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

はへの展
てん

開
かい

は-幸
こう

福
ふく

はを生
う

はみだす福
ふく

祉
し

はをつくる-』という本
ほん

はを同
どう

時
じ

代
だい

社
しゃ

はから発
はっ

刊
かん

はしましたので、一
いち

度
ど

手
て

はに取
と

はっていた

だけれ、と思
おも

います。 
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訃
ふ

 報
ほう

 

当
と う

法
ほう

人
じん

の役
やく

員
いん

を歴
れき

任
にん

されました友
とも

永
なが

香鶴
か づ

子
こ

さん

が去
さ

る 6月
がつ

30日
にち

に、満
まん

80歳
さい

でお亡
な

くなりになりまし

た。友
とも

永
なが

香鶴
か づ

子
こ

さんの生
せい

前
ぜん

の当
と う

法
ほう

人
じん

に対
たい

する貢
こ う

献
けん

に感
かん

謝
しゃ

の意
い

を表
あらわ

すとともに衷
ちゅう

心
しん

よりご冥
めい

福
ふく

を祈
き

念
ねん

申
もう

し上
あ

げます。 

 

ご寄
き

付
ふ

のお礼
れい

 

2024年
ねん

6月
がつ

1日
にち

から2024年
ねん

7月
がつ

末
まつ

にご寄
き

付
ふ

をい

ただいたみなさまです。【阿
あ

久
く

澤
ざわ

麻
ま

里
り

子
こ

さま、福
ふく

田
だ

公
きみ

教
のり

さま、他
ほか

お二人
ふ た り

ご本
ほん

人
にん

の希
き

望
ぼう

によりお名
な

前
まえ

非
ひ

公
こ う

開
かい

】   

合
ごう

計
けい

 26,000円
えん

 （今
こん

年
ねん

度
ど

合
ごう

計
けい

：704,071円
えん

） 

みなさまのご協
きょう

力
りょく

に感
かん

謝
しゃ

いたします。 

 

【2024年
ねん

度
ど

 寄
き

付
ふ

目
も く

標
ひょう

金
きん

額
がく

：１５０万
まん

円
えん

】 

 

いただきましたご寄付
き ふ

は、法人
ほうじん

で実施
じ っ し

するこれらの

公
こ う

益
えき

目
も く

的
てき

事
じ

業
ぎょう

の経
けい

費
ひ

、住
すみ

吉
よし

隣
りん

保
ぽ

事
じ

業
ぎょう

推
すい

進
しん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

の維
い

持
じ

管
かん

理
り

に使
つか

わせていただきます。わたしたちの

取
と

り組
く

みに、ご理
り

解
かい

とご協
きょう

力
りょく

をぜひお願
ねが

いします。 

なお、公
こ う

益
えき

法
ほう

人
じん

に対
たい

してご寄
き

付
ふ

いただいた方
かた

は、税
ぜい

制
せい

上
じょう

の優
ゆう

遇
ぐう

措
そ

置
ち

を受
う

けられます。寄
き

付
ふ

額
がく

に応
おう

じて、

個
こ

人
じん

または法
ほう

人
じん

の所
し ょ

得
と く

から一
いっ

定
てい

額
がく

が控
こ う

除
じ ょ

されます

（くわしくは事
じ

務
む

局
きょく

までご相
そう

談
だん

ください）。 

 

【ご寄付
き ふ

の方法
ほうほう

】 

銀
ぎん

行
こ う

振
ふり

込
こみ

、または直
ちょく

接
せつ

事
じ

務
む

局
きょく

へご持
じ

参
さん

ください。

ご寄
き

付
ふ

の際
さい

には寄
き

付
ふ

申
もうし

込
こみ

書
し ょ

に必
ひつ

要
よう

事
じ

項
こ う

をご記
き

入
にゅう

い

ただきます。 

 

＜事
じ

務
む

局
きょく

＞住
すみ

吉
よし

隣
りん

保
ぽ

事
じ

業
ぎょう

推
すい

進
しん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

 

住
じゅう

所
し ょ

：大
おお

阪
さか

市
し

住
すみ

吉
よし

区
く

帝
て

塚
づか

山
やま

東
ひがし

5-6-15 

電
でん

話
わ

：06-6674-3732 

 

＜振
ふり

込
きみ

先
さき

口
こう

座
ざ

＞ 

大
おお

阪
さか

信
しん

用
よう

金
きん

庫
こ

 住
すみ

吉
よし

支
し

店
てん

（店
みせ

番
、ん

号
ごう

041） 

普
ふ

通
つう

口
こ う

座
ざ

（口
こ う

座
ざ

番
、ん

号
ごう

 0115047） 

口
こ う

座
ざ

名
めい

義
ぎ

 公
こ う

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

住
すみ

吉
よし

隣
りん

保
ぽ

事
じ

業
ぎょう

推
すい

進
しん

協
きょう

会
かい

 

賛
さん

助
じ ょ

会
かい

員
いん

を募
ぼ

集
しゅう

しています！ 

賛
さん

助
じ ょ

会
かい

員
いん

を募
ぼ

集
しゅう

しています。加
か

入
にゅう

していただけれ

、、当
と う

法
ほう

人
じん

の活
かつ

動
どう

をまとめた機
き

関
かか

紙
し

『すみりんニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

』をお送
おく

りします。また、当
と う

法
ほう

人
じん

主
しゅ

催
さい

の指
し

定
てい

講
こ う

座
ざ

に

参
さん

加
か

費
ひ

半
はん

額
がく

免
めん

除
じ ょ

でご参
さん

加
か

いただけます。 

＜年
ねん

会
かい

費
ひ

> 個
こ

人
じん

：3,000円
えん

 団
だん

体
たい

：10,000円
えん

 

【申
も う

し込
こ

み方法
ほうほう

】 

所
し ょ

定
てい

の申
もうし

込
こ

用
よう

紙
し

に必
ひつ

要
よう

事
じ

項
こ う

をご記
き

入
にゅう

の上
うえ

、年
ねん

会
かい

費
ひ

と一
いっ

緒
し ょ

に当
と う

法
ほう

人
じん

にご提
てい

出
しゅつ

ください。 
 

 

 

 

情
じょう

報
ほう

を配
はい

信
しん

しています！ 

 

 

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

 

 すみよし隣保館
りんぽかん

 で検
けん

索
さく

 
 

  

 

すみよし 寿
ことぶき

フェイスブック
ふ ぇ い す ぶ っ く

で検
けん

索
さく

 
 

 

  

 
 

＠sumiyoshi_kotobuki 
 

   
 

 

 

  

住
す み

吉
よ し

隣
り ん

保
ぽ

事
じ

業
ぎょう

推
す い

進
し ん

協
きょう

会
かい

のうごき 
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かけはし募
ぼ

金
き ん

プ
ぷ

ロ
ろ

ジ
じ

ェ
ぇ

ク
く

ト
と

 
住
すみ

吉
よし

地
ち

区
く

と沖
おき

縄
なわ

県
けん

読
よみ

谷
たん

村
そん

に設
せっ

置
ち

した『解
かい

放
ほう

へのオ
お

ガ
が

リ
り

』が、 

4つのかけはしとなることをめざします！ 
 

 

●期
き

間
かん

 2024年
ねん

6月
がつ

29日
にち

から 202４年
ねん

１ 月
がつ

末
まつ

まで 

●主
しゅ

催
さい

 『解
かい

放
ほう

へのオ
お

ガ
が

リ
り

』かけはし募
ぼ

金
きん

プ
ぷ

ロ
ろ

ジ
じ

ェ
ぇ

ク
く

ト
と

  ●カ
か

ン
ん

パ
ぱ

方
ほう

法
ほう

は裏
うら

の面
めん

をみてください。 

旧
きゅう

住
すみ

吉
よ し

解
かい

放
ほ う

会
かい

館
かん

（当
と う

時
じ

） 

 
目
も く

標
ひょう

 

100万
ま ん

円
え ん

 差
さ

別
べつ

撤
て っ

廃
ぱい

 反
は ん

戦
せん

・平
へい

和
わ

 地
ち

域
い き

 ときをつなぐ 

か  い            ほ   う                  お       が        

 

り 

か  ん  ぱ           きょうりょく 

すみよし隣
り ん

保
ぽ

館
かん

 寿
ことぶき
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住
すみ

吉
よ し

地
ち

区
く

と 

沖
お き

縄
なわ

県
けん

読
よみ

谷
たん

村
そん

、 

そして金
きん

城
じょう

実
みのる

さんが 

制
せい

作
さ く

した作
さ く

品
ひん

がある 

地
ち

域
いき

とのつながりをつくる 

わたしたちの 

「想
おも

い
い

」を 50年
ねん

先
さき

 

100年
ねん

先
さき

の     

未
み

来
らい

にカ
か

タ
た

チ
ち

として 

のこす 

部
ぶ

落
らく

差
さ

別
べつ

をはじめとする 

あらゆる差
さ

別
べつ

の 

撤
てっ

廃
ぱい

をめざす 

沖
おき

縄
なわ

戦
せん

や沖
おき

縄
なわ

県
けん

における 

基
き

地
ち

問
もん

題
だい

を通
とお

して、 

戦
せん

争
そう

のない 

世
せ

界
かい

をめざす 

 

 

 

 手
て

渡
わた

し 住
すみ

吉
よし

支
し

部
ぶ

事
じ

務
む

所
し ょ

、財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

事
じ

務
む

所
し ょ

にご持
じ

参
さん

ください。 

※申
もうし

込
こみ

用
よう

紙
し

に名
な

前
まえ

、住
じゅう

所
し ょ

、電
でん

話
わ

番
、ん

号
ごう

を書
か

いてください。 

 振
ふ

り込
こ

み：ゆうちょ銀
ぎん

行
こう

 部
ぶ

落
ら く

解
かい

放
ほう

同
どう

盟
めい

大
おお

阪
さか

府
ふ

連
れん

合
ごう

会
かい

住
すみ

吉
よし

支
し

部
ぶ

 

 【店
てん

名
めい

】四〇八
よんぜろはち

  【店
てん

番
、ん

】４０８  【預
よ

金
きん

種
しゅ

目
も く

】普
ふ

通
つう

預
よ

金
きん

 

 【口
こう

座
ざ

番
、ん

号
ごう

】7605208 

★カ
か

ン
ん

パ
ぱ

の際
さい

、希
き

望
ぼう

者
しゃ

にはメ
め

ッ
っ

セ
せ

ー
ー

ジ
じ

カ
か

ー
ー

ド
ど

を書
か

いていただけます★ 

メ
め

ッ
っ

セ
せ

ー
ー

ジ
じ

カ
か

ー
ー

ド
ど

に書
か

かれた「想
おも

い」を金
きん

城
じょう

実
みのる

さんに届
とど

けます。 

 

 

木
き

本
もと

久
ひさ

枝
え

 （住
すみ

吉
よし

輪
りん

読
どく

会
かい

 学
がく

習
しゅう

者
しゃ

） 

小
こ

住
すみ

 光
みつる

 （住
すみ

吉
よし

第
だい

五
ご

町
ちょう

会
かい

会
かい

長
ちょう

） 

友
とも

永
なが

健
けん

吾
ご

 （部
ぶ

落
ら く

解
かい

放
ほう

同
どう

盟
めい

大
おお

阪
さか

府
ふ

連
れん

合
ごう

会
かい

住
すみ

吉
よし

支
し

部
ぶ

支
し

部
ぶ

長
ちょう

） 

友
とも

永
なが

健
けん

三
ぞう

 （公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

住
すみ

吉
よし

隣
りん

保
ぽ

事
じ

業
ぎょう

推
すい

進
しん

協
きょう

会
かい

理
り

事
じ

長
ちょう

） 

後
のち

岡
おか

晃
こう

一
いち

郎
ろう

（医
い

療
りょう

法
ほう

人
じん

ハ
は

ー
ー

ト
と

フ
ふ

リ
り

ー
ー

やすらぎ理
り

事
じ

長
ちょう

） 

村
むら

田
た

 進
すすむ

 （社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

人
じん

ラ
ら

イ
い

フ
ふ

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

ト
と

協
きょう

会
かい

理
り

事
じ

長
ちょう

） 五
ご

十
じゅう

音
おん

順
じゅん

 

カ
か

ン
ん

パ
ぱ

の方
ほう

法
ほう

 

『解
かい

放
ほう

へのオ
お

ガ
が

リ
り

』かけはし募
ぼ

金
きん

プ
ぷ

ロ
ろ

ジ
じ

ェ
ぇ

ク
く

ト
と

呼
よ

びかけ人
にん

 

差別

撤廃

反戦・

平和

ときを
つなぐ地域

4つのかけはし 

さ  べつ 

 

てっ ぱい 

はん せん 

 

へい  わ 

ち  いき 

【問
と

い合
あ

わせ先
さき

】 

公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

 

住
すみ

吉
よし

隣
りん

保
ぽ

事
じ

業
ぎょう

推
すい

進
し ん

協
きょう

会
かい

 

電
でん

話
わ

：06-6674-3732 

FAX
ふ ぁ く す

：06-6674-3700 

★以
い

下
か

のコ
こ

ー
ー

ド
ど

から公
こう

式
しき

LINE
ら い ん

に登
とう

録
ろく

すると情
じょう

報
ほう

が得
え

られ 

ます。 


